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名         称 数  量 単  位 摘                       要
大迫第１配水池屋上防水 1.0 式

大迫第１配水池外壁補修 1.0 式

大迫第１配水池屋外螺旋鉄階段撤去 1.0 式

工

事

の

概

要



工事費内訳 1

直接工事費      

改修工事        
1   

式
計

共通費          

  共通仮設費    
1   

式
  現場管理費    

1   
式

  一般管理費等  
1   

式
計

工事価格        
1   

式
消費税等相当額  

1   消費税率 10 ％
式

工事費          
1   

式

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 金 　　　　　額 備　　　　考単 位



工事種別内訳 2

改修工事        
1   

式
計

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 金 　　　　　額 備　　　　考単 位



改修工事　種目別内訳 3

大迫第1配水池   
1   

式
計

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 金 　　　　　額 備　　　　考単 位



改修工事　細目別内訳 4

直接仮設工事    

事前調査        屋根                            
目視･打診による確認             196.
ﾏｰｷﾝｸﾞ、計測、図面記入          ㎡

墨出し          
(屋上防水改修)  196.

㎡
養生            露出防水･簡易防水(塗膜･ｼｰﾄ)     
(屋上防水改修)  196.

㎡
整理清掃後片付け 露出防水･簡易防水(塗膜･ｼｰﾄ)     
(屋上防水改修)  196.

㎡
事前調査        壁面                            

目視･打診による確認             276.
ﾏｰｷﾝｸﾞ、計測、図面記入          

墨出し(外壁改修) ﾀｲﾙ･ﾓﾙﾀﾙ塗替等 一般             
276.

㎡
整理清掃後片付け
(外壁改修)      276.

㎡
養生(外壁改修)  

276.
㎡

開口部養生      合板張り養生                    
(外壁改修)      1.1

㎡
枠組本足場      建枠 600×1700    布枠500×1枚  
(手すり先行方式) RC造標準日数 修理費含む         232.

12m未満  1階建 建築面積  300㎡  ㎡
       小計

改修            

屋根防水吹付    超速硬化ウレタン防水工法        
リムスプレー　t=2.0　密着工法   234.

㎡
防水下地処理    ﾌﾟﾗｲﾏｰ                          

234.
㎡

大迫第1配水池

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



改修工事　細目別内訳 5

防水下地ﾓﾙﾀﾙ塗  ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗                 
57.6

㎡
防水剥がれ部補修 超速硬化ウレタン防水工法        

リムスプレー　t=2.0　密着工法   4.
か所

壁面防水材吹付  1成分新環境対応型ｳﾚﾀﾝ外装材     
256.

㎡
壁面下地調整    ｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰ下地調整材              

256.
㎡

壁ｸﾗｯｸ注入工法  超微粒子ｾﾒﾝﾄ系ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入 
材                              91.2

ｍ
立上ｺﾝｸﾘｰﾄ復旧  別紙 00-0001

1   
式

ｱﾙﾐ手摺付笠木   縦格子ﾂｲﾝｱﾝｶｰ                   別紙 00-0003
支柱ﾋﾟｯﾁ1200以下                1   

式
       小計

撤去            

屋根防水撤去    高圧水洗工法                    
既存劣化塗膜および下地劣化部の除 214.
去                              ㎡

屋根下地ﾓﾙﾀﾙ撤去 集積共                          
57.6

㎡
壁面塗膜撤去    高圧水洗工法                    

既存劣化塗膜および下地劣化部の除 276.
去                              ㎡

ｱﾙﾐ手摺撤去     集積共                          
47.3

ｍ
立上ｺﾝｸﾘｰﾄ部撤去 無筋ｺﾝ　人力                    

2.
ｍ3

螺旋階段撤去    別紙 00-0002
1   

式

大迫第1配水池

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



改修工事　細目別内訳 6

とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             
発生材運搬      人力積込     無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類       5.

DID区間有り 23.0㎞以下          ｍ3
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             
発生材運搬      人力積込     廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類        8.4

DID区間有り 23.0㎞以下          ｍ3
発生材処分費    がれき類                        

11.4
ｔ

発生材処分費    廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ                       
1.7

ｔ
       小計

計

大迫第1配水池

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



改修工事　別紙明細 7

立上ｺﾝｸﾘｰﾄ復旧  別紙 00-0001
1   

式
花巻管内        花巻 JIS A5308 呼び強度24   S15 
生ｺﾝｸﾘｰﾄ        粗骨材25 -                      2.

-                               ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  小型構造物     人力打設         

擁壁、囲障の基礎程度 S15～S18   2.
ｍ3

型枠            小型構造物用型枠                
擁壁、囲障の基礎等 -            19.6
-                               ㎡

型枠運搬費      4ｔ車  30㎞程度 往復            
19.6

㎡
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD295A D13            
異形棒鋼        0.1

ｔ
鉄筋加工組立    小型構造物                      

-                  -            0.1
ｔ

鉄筋運搬費      4ｔ車  30㎞程度                 
0.1

ｔ
あと施工ｱﾝｶｰ    差筋ｱﾝｶｰ　D13×600              

79.
本

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ運転     25t吊り      ｵﾍﾟﾚｰﾀ付き 賃料   
(油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型) 標準                            

日
計

大迫第1配水池

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



改修工事　別紙明細 8

ｱﾙﾐ手摺付笠木   縦格子ﾂｲﾝｱﾝｶｰ                   別紙 00-0003
支柱ﾋﾟｯﾁ1200以下                1   

式
平面ｱｰﾙ         W-250　H-900                    

48.18
ｍ

運搬費          
1   

式
作図代          

1   
式

取付費          
1   

式
法定福利費      

1   
式

計

螺旋階段撤去    別紙 00-0002
1   

式
ｺﾝｸﾘｰﾄとりこわし RC造  基礎部 -                  

標 準                           1.9
ｍ3

鉄骨軸組        小規模(集積共)人力              
とりこわし      1.2

ｔ
搬出費          単独搬出 3,000kg以下            
(揚重機除く)    1.2
(撤去用)        ｔ
ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ運転     25t吊り      ｵﾍﾟﾚｰﾀ付き 賃料   
(油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型) 標準                            

日
計

大迫第1配水池

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
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大迫第１配水池修繕  仕様書  

 

第１章   総   則  

 

１ 適用範囲 

この仕様書は、岩手中部水道企業団（以下「発注者」という。）が発注する「大迫第１配水池修

繕」（以下「工事」という。）の施工に適用する。 

なお、この仕様書に定めのない事項がある場合は、次の仕様書に準拠する。 

(1) 水道工事標準仕様書［土木工事編］、［設備工事編］（日本水道協会） 

(2) 共通仕様書（岩手県県土整備部） 

(3) 標準給水装置工事要綱（岩手中部水道企業団）※給水装置工事に該当する箇所 

 

２ 責任施工 

工事は、受注者の責任施工とする。従って受注者は、技術・施工能力を十分に駆使し、作業の安

全性の確保と最小限の施設の休停止にとどめるよう、適切な措置を講じること。 

 

３ 適用規格 

工事に使用する機器及び材料は、次の規格に適合しなければならない。ただし、規格にないもの

については、監督員と協議し決定すること。 

(1) 水道施設設計指針（日本水道協会） 

(2) 水道施設更新指針（日本水道協会） 

(3) 水道維持管理指針（日本水道協会） 

(4) 日本産業規格（ＪＩＳ規格） 

(5) 日本水道協会規格（ＪＷＷＡ規格） 

 

４ 工事契約に伴う提出書類 

受注者は、工事契約に伴い下記に示す書類を指定期日までに発注者に提出しなければならない。

提出部数などについては、監督員の指示に従うこと。 

(1) 契約前（契約担当課に提出） 

・説明書（請負金額500万円以上）  契約締結前 

※建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）第12条第１項規定 

(2) 契約後（以降は監督職員に提出） 

・工事工程表 様式第 1号 契約締結後７日以内 

・現場代理人等通知書 様式第5-1号 契約締結後７日以内 

・現場代理人経歴書 様式第5-3号 契約締結後７日以内 

・主任技術者経歴書 様式第5-4号 契約締結後７日以内 

・下請負人通知書 様式第3-1号 下請けに付す場合 

・下請負調書 様式第3-2号 下請けに付す場合 

(3) 工事着手前 
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・工事材料承諾願 様式第13号  

・施工計画書 様式第 9号  

※下記の場合は、施工計画書の提出を省略することができる。 

① 当初請負金額が130万円未満の工事又は当初工期60日未満の工事 

② 緊急を要する工事 

・有資格者一覧表 任意様式  

※請負金額130万円以上。施工計画提出時は計画書に含める。（個人情報以外） 

・保安施設配置計画書 任意様式  

※請負金額130万円以上。施工計画提出時は計画書に含める。 

・工事カルテ作成、登録   

受注者は、受注時または変更時において工事請負代金額が500万円以上の工事について、工

事実績情報サービス(コリンズ)に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として

「登録のための確認のお願い」を作成し監督職員の確認を受けたうえ、受注時は契約後、土曜

日、日曜日、祝日などを除き10日以内に、登録内容の変更時は変更があった日から土曜日、日

曜日、祝日などを除き10日以内に、完成時は工事完成後、土曜日、日曜日、祝日などを除き10

日以内に、訂正時は適宜登録機関に登録申請をしなければならない。登録対象は、工事請負代

金額500万円以上(単価契約の場合は契約総額)のすべての工事として、受注・変更・完成・訂

正時にそれぞれ登録するものとする。 

なお、変更登録時は、工期、技術者に変更が生じた場合に行うものとし、工事請負代金のみ

変更の場合は、原則として登録を必要としない。 

また、登録機関発行の「登録内容確認書」が受注者に届いた際には、速やかに監督職員に提

示しなければならない。 

なお、変更時と工事完成時の間が10日間に満たない場合は、変更時の提示を省略できるもの

とする。 

・建設業退職金共済証紙購入状況報告書 様式第6-1号 契約締結後１箇月以内 

金融機関で建設業退職金共済証紙を購入して、建設業退職金共済証紙購入状況報告書に掛金

収納書を貼付して提出する。 

・建設業退職金共済証紙不購入理由報告書 様式第6-2号 契約締結後１箇月以内 

※前項の証紙を購入しない場合及び他の退職金制度に加入している場合に提出する。（下請含

む） 

・建設労災補償制度加入状況報告書 様式第 7号 契約締結後５日以内 

※請負金額が1,000万円以上の場合、建設業福祉共済団の建設労災補償共済制度加入証明書

（他の任意の労災補償制度に加入している場合は、その加入を証する書面）を添付する。 

・建設副産物関係書類 任意様式  

※請負金額500万円以上。位置図、運搬経路図を添付。施工計画提出時は計画書に含める。 

・再生資源利用計画書 共通仕様書様式 第114号 

※資源有効利用促進法に定められた一定規模以上の工事。 

・再生資源利用促進計画書 共通仕様書様式 第115号 

※資源有効利用促進法に定められた一定規模以上の工事。 
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(4) 工事着手後 

・工事履行報告書 様式第11号 １箇月毎（翌月初め） 

・材料確認書 様式第14号 その都度（材料検査前） 

・検査願 様式第15号 その都度（検査前） 

・工事打合簿 様式第27号 その都度 

・確認・立会依頼書 様式第28号 その都度 

(5) 工事完成時 

・完成届 様式第23号 工事完成後 

・完成図書 任意様式 工事完成後 

・工事写真 任意様式 工事完成後 

・引渡書 様式第24号 完成検査合格後 

(6) 施工計画書 

① 受注者は、施工計画書を作成する場合、次の各項目の中から監督員の指示する書類を施工計

画書に添付しなければならない。 

・工事概要 

・計画工程表 

・施工体制台帳・施工体系図 

・現場組織表 

・有資格者一覧表 

・緊急時の体制及び対応 

・安全管理 

・交通管理 

・保安施設配置計画書 

・指定及び主要機械 

・主要資材 

・施工方法 

・施工管理計画 

・環境対策 

・現場作業環境の整備 

・再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法 

・その他 

② 施工計画の内容に変更が生じ、その内容が重要な場合においては、その都度関連するものに

ついて、変更後追加分としての施工計画書を提出すること。 

③ 監督員が特に指示した事項については、さらに詳細な施工計画書を提出しなければならない。 

(7) その他、監督員が必要と認め指示するもの。 

５ 工事施工 

(1) 受注者は、工事着手に先立ち、工事内容を十分に把握し、さらに現地の状況、関連工事その他

について綿密な調査を行った上で施工計画を立てること。 

(2) 受注者は、監督員と設計、施工について打合せの上、工事打合簿を作成し、承認を得てから、
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製作及び現場施工に着手すること。 

(3) 資格を必要とする作業は、それぞれの資格を有する者が行わなければならない。 

(4) 受注者は、工事の施工に当たって付近の住民や通行人及び通行車両に迷惑が掛からないよう、

公害の防止や交通事故防止に努めなければならない。 

(5) 既設構造物を汚染若しくは損傷させた時は、受注者の責任において復旧しなければならない。 

(6) 現場の状況、事業効果の面等から、設計内容、数量、施工延長等について変更が適当と認めら

れる場合は、監督員と協議し対応すること。 

 

６ 工事現場管理 

(1) 受注者は、「土木工事安全施工技術指針（平成21年３月国土交通省大臣官房技術調査課）」を参

考にし、常に工事の安全に留意し現場管理を行い、災害の防止に努めなければならない。 

(2) 受注者は、「建設工事に伴う騒音振動対策技術指針（昭和62年３月30日建設大臣官房技術審議

官通達）」を参考にし、工事に伴う騒音振動の発生をできる限り防止し、生活環境の保安に努め

なければならない。 

(3) 受注者は、「建設工事公衆災害防止対策要綱（平成５年１月12日建設事務次官通達）」に準拠し

て、災害の防止に努めなければならない。 

(4) 受注者は、工事現場が隣接し、又は同一場所において、別途工事がある場合は、常に相互協調

して紛争を起こさないように処置しなければならない。 

(5) 受注者は、豪雨、出水、その他の天災に対しては、平素から気象状況などについて十分な注意

を払い、常にこれに対処できる準備をしておかなければならない。 

(6) 受注者は、工事の実施に影響を及ぼす事故、人命に損傷を生じた事故、又は第三者に損害を与

えた事故が発生したときは、遅滞なくその状況を監督員に報告しなければならない。 

 

７ 施工確認 

受注者は、あらかじめ監督員の指示した箇所など主要な工事段階の区切などには監督員の立会い

を受けなければならない。（「確認・立会依頼書」様式第28号） 

 

８ 休日又は夜間における作業 

受注者は、工事実施の都合上、休日又は夜間に作業を行う必要がある場合は、あらかじめ監督員

に報告し承諾を得なければならない。 

 

９ 跡片付け 

(1) 踏み荒らした付近地は、受注者の責任により処理しなければならない。 

(2) 受注者は、跡埋め、跡片付け、清掃等を工事完成日までに完了しなければならない。 

 

10 完成図書 

完成図書の作成は、次の要領によるものとする。 

(1) 工事写真 

① 工事写真でデジタルカメラを使用する場合は、コピー用紙等にカラー印刷した写真も可とす
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る。ただし、このとき画像加工（画像自動修正等の軽微な処理は可）を行わないこと。 

② 工事写真は、同一箇所の施工前と施工中と施工後の状況比較を撮影するなど、施工状況がわ

かりやすいように工夫すること。 

③ 工事写真は、完成後不可視となる箇所の撮影を入念に行うこと。 

(2) 安全衛生対策関係書類（請負金額130万円以上） 

① 安全教育、訓練などの実施記録表（実施日ごと）及び実施状況写真 

② 安全衛生委員会などの議事録（実施した場合） 

(3) 主要材料総括表（請負金額130万円未満で材料の増減がない場合には提出不要） 

(4) 出来形管理関係書類 

① 出来形管理一覧表 

② 出来形管理表 

③ 出来形管理図 

(5) 品質管理関係書類（請負金額130万円以上） 

① 品質管理一覧表 

② 機器試験成績表 

(6) 完成図 

① 紙図面（原則としてＡ３版又はＡ４版） 

② 電子データ 

ア 電子データは監督員が要求した場合、監督員が指示した項目について、紙ファイルに加え

て提出することとする。 

イ 電子データで納品するファイル形式は、岩手県電子納品ガイドラインによることとするが、

図面ファイルはＰＤＦ形式、ＪＷＷ形式及びＤＸＦ形式の３種類の形式で納品すること。 

ウ 電子データ作成に使用する機器及びソフトは、常に最新のウイルス対策修正プログラムを

適用し、作成したデータファイルは、提出前にウイルスチェックを行うこと。 

(7) その他 

① 機器取扱説明書 

② 保証書 

③ アフターサービス連絡表 

(8) 簿冊形式及び提出部数 

① 完成図書及び工事写真は、原則としてＡ４版縦のファイルに納めること。 

② 完成図書は２部、工事写真は１部提出するものとする。 

③ 電子データの場合は、ＣＤ‐Ｒ又はＤＶＤ‐Ｒを１式提出するものとする。 

 

11 工事検査 

(1) 検査は、次の各項目について行うものとする。 

① 機器試験 

この工事に使用する機器のうち、監督員が必要と認める主要機器、材料については、社内試

験成績表を提出するものとする。 

② 中間検査 
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工事段階の区切り、工事完了後では検査できない部分等、監督員が必要と認めるものについ

ては、発注者の中間検査を行うものとする。 

③ 完成検査 

工事完了に当たっては、発注者の規定に基づき完成検査を行うものとする。 

(2) 受注者は、工事の既済部分検査、中間検査及び完成検査に当たっては、現場代理人及び主任技

術者が立会いのうえ検査を受けなければならない。 

(3) 受注者は、検査のために必要な資料の提出、測量、その他の処理について、検査員の指示に従

わなければならない。 

(4) 受注者は、監督員及び検査員からの指摘により、工事、書類等に不備が発見された場合には、

速やかに再施工又は手直しをし、再検査を受けなければならない。 

(5) 受注者は、完成検査において、既済部分検査及び中間検査に合格した既済部分（部分引渡しさ

れた箇所を除く）に不備が発見された場合は、前項と同様に、速やかに再施工又は手直しをし、

再検査を受けなければならない。 

 

12 受注者の費用負担 

次の事項に要する費用は、受注者の負担とする。 

(1) 軽微な事項で、設計図書に示されていなくとも、工事施工上当然必要と認められるもの。 

(2) 現場の収まり及び取合いによる、機材の設置位置、設置方法等の軽微な変更。 

(3) 各種の試験、検査及び施工管理に要する費用。 

 

13 施工の保証 

この工事の保証は、本工事目的物の引渡後１箇年を保証期間とする。保証期間中に受注者の責任

とみなされる原因によって故障等の不具合が生じた場合、受注者は、その責任と負担により、補修、

取替、その他必要な処置を施すものとする。 

 

14 疑義の解決 

受注者は、本仕様書及び設計図書に疑義を生じた場合、また、記載なき事項については、監督員

と協議の上解決するものとする。 
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第２章   特記仕様  

 

１ 工事概要 

本工事は、老朽化した大迫第１配水池の修繕を行い、安全で安定した水運用の維持を図るもので

あり、工事概要は以下のとおりである。 

(1) 大迫第１配水池屋上の防水修繕を行う。 

(2) 大迫第１配水池躯体外壁の補修修繕を行う。 

(3) 大迫第１配水池屋外螺旋鉄階段の撤去を行う。 

 

２ 工事場所 

本工事の工事場所は、花巻市大迫町大迫地内 大迫中央浄水場の敷地内である。 

 

３ 既存設備概要 

(1) 大迫第１配水池 

① 供用開始  1981年度 

② 構  造  ＰＣ配水池（屋上ドーム型） 

③ 寸  法  Ｄ14.00ｍ×Ｈ3.50ｍ×１槽＝538㎥ 

 

４ 施工方法 

施工方法の詳細は、別添の改修特記仕様書(1)から(5)のとおりとする。 

 

５ 注意事項 

(1) 本工事は、稼働中の上水道施設での作業であることから、衛生面には特段の注意を払うこと。 

(2) 作業現場において、本工事施工範囲以外の箇所でも何らかの異常を発見した場合は、速やかに

監督員に報告すること。 

(3) 作業により発生した不要部品や廃材は、適正な方法により場外処分とすること。 

 

以 上 

 



岩手中部水道企業団

令和３年度 

実 施 設 計 図 面

　大 迫 第 １ 配 水 池 修 繕 



No 図　面　名　称

A02

A03

A04

A05

A06

A07

A08

A09

A10

A01

A11

A12

A13

A14

A15

配置図

案内図

改修工事特記仕様書（1）

改修工事特記仕様書（2）

改修工事特記仕様書（3）

改修工事特記仕様書（4）

改修工事特記仕様書（5）

改修平面図・屋根伏図

改修立面図（1）

改修立面図（2）

改修断面図

既存撤去平面図・屋根伏図

既存撤去立面図（1）

既存撤去立面図（2）

既存撤去断面図A16

改修詳細図

 大迫第１配水池修繕 　図面目録



Ⅰ ． 工 　 事 　 概 　 要

章 項 　 　 　 　 目

１ ． 共  通  仕  様

２ ． 特  記  仕  様

特 　 　 　 　 記 　 　 　 　 事 　 　 　 　 項

１ ． 工 事 場 所

○ 印 の 付 か な い 場 合 は 、 ※ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

○ 印 と ※ 印 の 付 い た 場 合 は 、 共 に 適 用 す る 。

（ ２ ） 特 記 仕 様 は 、 ○ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

・  適 用 す る

（ 工 事 カ ル テ ）

1 - 2

の 　 登 　 録

処 　 理 　 等

工事名

２ ． 敷 地 面 積

３ ． 工 事 種 別

５ ． 工 事 内 容

１

Ⅱ ． 改  修  工  事  仕  様

[ 1 . 1 . 4 ]

と い の 材 種

清 掃 口

ル ー フ ド レ ン の 種 別

種                  別

・ 横 型  ）

施 　 　 　 工 　 　 　 箇 　 　 　 所

部 材 の 種 類

表 面 処 理

製 　 笠 木

３

［ 3 . 8 . 2 ] [ 表 3 . 8 . 1 ］

［ 3 . 8 . 2 ] [ 表 3 . 8 . 1 ］

［ 3 . 8 . 2 ] [ 表 3 . 8 . 1 ］

3 - 2

（ １ ） 項 目 は 、 番 号 に ○ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

）

一
　

　
般

　
　

共
　

　
通

　
　

事
　

　
項

一
　

　
般

　
　

共
　

　
通

　
　

事
　

　
項

防
　

　
水

　
　

改
　

　
修

　
　

工
　

　
事

防
　

　
水

　
　

改
　

　
修

　
　

工
　

　
事

改修工事 特記仕様書 ７ ． 塗 膜 防 水

９ ． と 　 い

10． ア ル ミ ニ ウ ム

耐 酸 被 覆 鋼 板

（ ３ ） 特 記 仕 様 書 に 記 載 の ［ 　 ］ 内 表 示 番 号 は 、 改 修 標 仕 の 当 該 項 目 、 当 該 図 又 は 当 該 表 を 示 す 。
（ 　 ） 内 表 示 番 号 は 、 標 仕 の 当 該 項 目 、 当 該 図 又 は 当 該 表 を 示 す 。

１ ． 適  用  基  準

２ ． 工 事 実 績 情 報

３ ． 発  生  材  の

図 面 、 特 記 仕 様 書 及 び 現 場 説 明 事 項 に 記 載 さ れ て い な い 事 項 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共

た だ し 、 改 修 標 仕 に 規 定 さ れ て い る 項 目 以 外 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共 建 築 工 事 標 準 仕

）

）

鉄 筋 工 事

コ ン ク リ ー ト 工 事

鉄 骨 工 事

防 水 工 事

石 　 工 　 事

タ イ ル 工 事

木 　 工 　 事

屋 根 ・ と い 工 事

金 属 工 事

左 官 工 事

建 具 工 事

（  ・  鉄 筋 施 工 ）

（  ・  と 　 び ）

（  ・  防 水 施 工 ）

（  ・  石 材 施 工 ）

（  ・  タ イ ル 張 り ）

（  ・  建 築 大 工 ）

（  ・  内 装 仕 上 げ 施 工 （ 鋼 製 下 地 ） ）

（  ・  左 　 官 ）

・  全 て

・  全 て

・  全 て

・  全 て

・  全 て

・  全 て

・  全 て

・  全 て

・  全 て

・  全 て

・  全 て

・  全 て

技  術  検  定  の  職  種 作  業  の  種  別

（  ・  左 官  ・  型 枠 施 工 ）

ブ ロ ッ ク ・ Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル 工 事 ・ Ｐ Ｃ カ ー テ ン ウ ォ ー ル 工 事

（  ・  建 築 板 金  ・  ス レ ー ト 施 工 ）

（  ・  サ ッ シ 施 工  ・  ガ ラ ス 施 工 ）

[ 1 . 6 . 2 ]

（  ・  ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 建 築  ・  A L C ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ 施 工  ・  ｶ ｰ ﾃ ﾝ ｳ ｫ ｰ ﾙ 施 工 ）

６ ． 技 　 能 　 士

（  ・  造 　 園 ）

（  ・  内 装 仕 上 げ 施 工 （ 床 、 天 井 仕 上 げ 等 ） ・ 表 装 ）

（  ・  塗 　 装 　 ・  樹 脂 接 着 材 注 入 施 工 ）

・  全 て

・  全 て

・  全 て

塗 装 工 事

内 装 工 事

植 栽 工 事

７ ． 施  工  条  件 [ 1 . 3 . 5 ]

下 記 の も の を 監 督 員 に 提 出 す る 。

分 　 類 規 　 格 撮 影 箇 所 数 部 　 数 備 　 考

着 　 工 　 前

工 事 施 工 状 況

完 　 成 　 時

※ サ ー ビ ス 版

・  キ ャ ビ ネ 版

監 督 員 の 指 示

に よ る 。

（ 撮 影 計 画 を

提 出 す る ）

部

部

部

※ カ ラ ー ※ サ ー ビ ス 版

・  サ ー ビ ス 版

取 合 い

施 工 範 囲

・  図 示 し た 貫 通 孔 、 開 口 部 の 型 枠 及 び そ れ ら の 補 強

・  図 示 し た 壁 、 天 井 の 仕 上 材 、 下 地 材 の 切 り 込 み 及 び 下 地 材 の 補 強

・  自 動 閉 鎖 装 置 取 付 け の 箇 所 の 切 り 込 み 及 び 補 強

・  駆 動 装 置 が 電 動 に よ る 建 具 類 の ２ 次 配 線 及 び 操 作 ス イ ッ チ

施 工 図

設 備 機 器 の 位 置 、 取 合 い 等 が 検 討 で き る 施 工 図 を 提 出 し て 、 監 督 員 の 承 諾 を 受 け る 。

施 工 計 画 書

区 　 分

調 査 範 囲

調 査 方 法

既 存 部 分 の 破 壊 を 行 っ た 場 合 の 補 修 方 法

・  図 示

施 工 数 量 調 査

・  図 示

・  図 示

[ 1 . 5 . 2 ]

[ 1 . 5 . 2 ]

[ 1 . 5 . 3 ]

1 1． 施 工 図 及 び

請 負 契 約 に 定 め ら れ て い る 書 類

（ 契 約 後 ）

（ 工 事 中 ）

（ 完 成 後 ）

・  工 事 工 程 表

・  火 災 保 険 加 入 契 約 書 （ 写 ）

・  出 来 高 検 査 願

・  工 事 完 成 届 ・  工 事 完 成 引 渡 書 （ 引 渡 図 書 目 録 添 付 ）

・  製 造 所 等 承 諾 願 ・  工 事 総 合 施 工 計 画 書 ・  現 場 技 術 員 届

・  各 種 工 事 施 工 計 画 書 ・  各 種 工 事 施 工 図 ・  工 事 作 業 日 報

・  主 要 資 材 規 格 又 は 品 質 証 明 書 ・  各 種 試 験 成 績 書 又 は 報 告 書

・  主 要 資 材 搬 入 検 査 簿 ・  技 能 士 合 格 証 明 書

・  完 成 図 （ 修 正 設 計 図 ） ・  責 任 施 工 保 証 書

・  官 公 署 許 認 可 及 び 検 査 済 書

（ 契 約 後 ）

（ 工 事 中 ）

（ 完 成 後 ）

・  現 場 代 理 人 、 主 任 技 術 者 等 届

・  各 種 届 出 書 等

1 0． 提  出  書  類

改 修 標 仕 、 特 記 仕 様 書 等 に 定 め ら れ て い る 書 類

・  維 持 管 理 取 扱 書 (設 備 機 器 説 明 含 む )

施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 の 提 出 に つ い て

※ カ ラ ー

※ カ ラ ー

工 事 施 工 図 の 描 き 方 （ 平 成 元 年 ） 」 に 準 ず る も の と す る 。

図 等 で 原 図 と し て 提 出 が 出 来 な い も の は 、 原 図 に 代 わ る も の と し て よ い 。

に 限 り 発 注 者 に 委 譲 す る も の と す る 。

12． 完 　 成 　 図 ※  監 督 員 の 指 示 に よ る 。

完 成 写 真

1 3 ． 工 事

構 内 既 存 の 施 設

・  利 用 で き る （  ・  有 償 　 ・  無 償 ） ・  利 用 で き な い

構 内 既 存 の 施 設

・  利 用 で き る （  ・  有 償 　 ・  無 償 ）

内 部 足 場 [ 2 . 2 . 1 ]

定 置 す る 足 場 、 桟 橋 の 類 は 、 別 契 約 の 関 係 請 負 者 に 無 償 で 使 用 さ せ る 。 [ 2 . 2 . 1 ]

３ ． 工 事 用 水

４ ． 工 事 用 電 力

５ ． 足 　 場 　 等

・  利 用 で き な い

・  既 存 建 物 内 の 一 部 を 使 用 す る

・  構 内 に 新 設 す る

位 　 置

・  設 け る

備 品 の 種 類 机 、 椅 子

ゴ ム 長 靴

衣 類 ロ ッ カ ー

雨 が っ ぱ

冷 暖 房 機 器

懐 中 電 灯

組

個

台

足 着

個 台

台

台

個

個

個

個

個

人 用

備 品 の 種 類

備 品 の 種 類

の 備 品 等

掃  除  具

書   　 棚 黒   　 板 製  図  板

保  護  帽

掛  時  計

湯  沸  器消  火  器

数 　 　 　 量

数 　 　 　 量

数 　 　 　 量

[ 2 . 4 . 1 ]

１ ． 監 督 員 事 務 所

２ ． 監 督 員 事 務 所

[ 2 . 4 . 1 ]

規 　 模 （ 　 　 　 　 　 　 ） ㎡

・  設 け な い

最高最低温度計

仮
　

　
設

　
　

工
　

　
事

２

台数 　 　 　 量 台

備 品 の 種 類 テ  レ  ビ
加 入 電 話 の 付 属 電 話 機

（ Ｆ Ａ Ｘ 付 ） (メ ー ル 付 )

・  下 請 調 書

・  請 負 代 金 内 訳 書

(a) 施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 は 、 各 工 種 に お い て 作 成 し 提 出 す る 。

(b) 施 工 図 の 記 載 内 容 及 び 記 載 水 準 は 、 建 設 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 建 築 ・ 設 備

(C) 本 工 事 に 係 る 施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 の 著 作 者 の 権 利 は 、 当 該 建 物 に お け る 使 用

(d) 提 出 部 数 は 、 施 工 図 の 原 図 及 び そ の 陽 画 複 写 図 （ １ 部 ） と す る 。 た だ し 、 製 作

14． 設 備 工 事 と の

[ 1 . 3 . 8 ]引 渡 し を 要 す る も の

※  な し

・  あ り  （

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物

※  な し

・  あ り  （

※  上 記 以 外 の 発 生 材 は 、 可 能 な 限 り 中 間 処 理 施 設 等 に お い て 再 利 用 ・ 減 量 化 等 を 図 る

も の と し 、 処 理 方 法 等 は 監 督 員 と 協 議 す る 。

現 場 に お い て 再 利 用 を 図 る も の （ ）

※  現 場 に お け る 分 別 － 保 存 材 は 、 分 別 す る 。

・  本 工 事 で 発 生 す る 建 設 廃 棄 物 の う ち 、 岩 手 県 内 の 最 終 処 分 場 （ 中 間 処 理 施 設 経 由 を

含 む ） に 搬 入 さ れ る 産 業 廃 棄 物 に つ い て は 、 岩 手 県 産 業 廃 棄 物 税 が 課 税 さ れ る の で

適 正 に 処 理 す る こ と 。

台 台

コ ピ ー 機
パ ソ コ ン

15． 施 工 調 査

[ 1 . 8 . 2 ]

・  監 理 技 術 者 又 は 主 任 技 術 者

適 正 な 技 術 員 を 専 任 又 は 常 駐 さ せ る こ と 。

建 設 業 法 第 26条 に よ る 有 資 格 者 を 専 任 又 は 常 駐 さ せ る

こ と 。

現 場 に は 下 記 の 現 場 技 術 員 等 を 置 く 。

・  現 場 技 術 員

；

；

[ 1 . 3 . 2 ]

・  適 用 す る
技 術 者 [ 1 . 3 . 3 ]

５ ． 電 気 保 安

４ ． 現 場 技 術 員 等

・  配 管 用 鋼 管

・  設 け る

・  ろ く 屋 根 用

・  バ ル コ ニ ー 用

・  バ ル コ ニ ー 中 継 用

（ ・ 縦 型

板 厚  (㎜ )  ※  2 . 0

・  建 築 工 事 標 準 詳 細 図

・  板 材 折 り 曲 げ 形 （ 本 体 幅 (㎜ )

建 築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 建 築 工 事 編 ） （ 最 新 版 ） 」 （ 以 下 「 改 修 標 仕 」 と い う 。 ） に よ る 。

様 書 （ 建 築 工 事 編 ） （ 最 新 版 ） 」 （ 以 下 「 標 仕 」 と い う 。 ） に よ る 。

国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 （ 最 新 版 ）

国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修

・  建 築 工 事 に お け る 建 設 副 産 物 管 理 マ ニ ュ ア ル ・ 同 解 説

国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修・  建 築 改 修 工 事 監 理 指 針

（ 最 新 版 ）

（ 最 新 版 ）

建 設 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 　 　 監 修

・  建 築 物 解 体 工 事 共 通 仕 様 書 （ 最 新 版 ）

８ ． 建 築 材 料 等 ( a ) 原 則 と し て 、 全 て の 材 料 に つ い て 監 督 員 の 承 諾 を 受 け る 。

( b ) 環 境 へ の 配 慮

※  改 修 標 仕  1 . 4 . 1  に よ る

工 　 　 法

９ ． 特 別 な 材 料 の 改 修 標 仕 に 記 載 さ れ て い な い 特 別 な 材 料 の 工 法 は 、 材 料 製 造 所 の 指 定 す る 工 法 と す る 。

[ 1 . 4 . 1 ]

[ 1 . 4 . 2 ]

施 工 順 序 に 制 約 が あ る 場 合

そ の 他 の 施 工 条 件

・

・

[ 1 . 3 . 5 ]

※  脚 立 、 足 場 板 等

外 部 足 場 種 類 ・  Ｂ 種 ・  Ｃ 種 ・  Ｄ 種・  Ａ 種 [ 2 . 2 . 1 ] [ 表 2 . 2 . 1 ]

防 護 ・ 防 音 シ ー ト に よ る 養 生 ・ 行 う

材 料 、 撤 去 材 等 の 運 搬 方 法

・  Ａ 種 ・  Ｃ 種 ・  Ｄ 種 ・  Ｅ 種・  Ｂ 種

[ 2 . 2 . 1 ]

[ 2 . 2 . 1 ] [ 表 2 . 2 . 2 ]

・ 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライ
[ 2 . 2 . 1 ]

ンの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置

方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

[ 2 . 3 . 1 ]

養 　 生

６ ． 既 存 部 分 の

・ 既存部分

・ 既存家具等

・ 既存ブラインド、カーテン等
養生の方法（※ ビニルシート等　　・　　　　　）
養生の方法（・ ビニルシート等　　・　　　　　）

養生の方法（※ ビニルシート等　　・　　　　　）

保管場所　（・ 図示　　・　　　　　　　　　　）

養生の方法等

・ 備品、机、ロッカー等の移動 （・ 図示　　・　　　　　　　　　　）

た場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与え

［2.3.2］仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　　・ 図示　　・ 

仮設間仕切りの種別と材質等

仮設間仕切に設ける仮設扉の材質等

種別

・ せっこうボード（9.5㎜）

防炎シート

下地

・ Ａ種

・ Ｂ種

※ Ｃ種 単管

・ 合板（9㎜）

・ 無し

［表2.3.1］

グラスウール 厚さ　　㎜

－

－ －

・ 木

・ 軽量鉄骨

仕上材 （厚さ　㎜） 塗装 充填

・ 片面

材質

・

※ 木製

・

・

・

・無し

・片面

塗装

※合板張り程度

仕上げ

シ ー リ ン グ 改 修 工 法 の 種 類  [ 3 . 1 . 4 ] [ 表 3 . 1 . 2 ]８ ． シ ー リ ン グ

・  シ ー リ ン グ 充 填 工 法

・  シ ー リ ン グ 再 充 填 工 法

・  拡 幅 シ ー リ ン グ 再 充 填 工 法

・  ブ リ ッ ジ 工 法

接 着 性 試 験 ※  簡 易 接 着 性 試 験 ・  引 張 接 着 性 試 験 (部 位 [ 3 . 7 . 8 ])

工 法 の 種 類 防 水 層 の 種 別 施 工 箇 所 備 　 　 考

脱 気 装 置 ・ 設 け る 　 ・ 設 け な い

・ 　 Ｐ Ｙ 1

・ 　 Ｐ Ｙ 2

・  Ｌ ４ Ｘ

・  Ｐ Ｏ Ｘ ※  Ｘ － １

※  Ｘ － ２

・  Ｘ － ２

・  Ｘ － １

※  Ｙ － ２

改 修 用 ド レ イ ン

脱 気 装 置

・ 設 け る 　 ・ 設 け な い

・ 設 け る 　 ・ 設 け な い

保 護 層 ・ 設 け る 　 ・ 設 け な い

［ 3 . 6 . 3 ] [ 表 3 . 6 . 1 ] [ 表 3 . 6 . 2 ］

仕 上 げ の 塗 料 ・ カ ラ ー 　 ・ シ ル バ ー

シ ー リ ン グ 材 の 種 類 、 施 工 箇 所

種 　   類 　  （ 記  号 ） 施    工    箇    所

シ ー リ ン グ 材 の 目 地 寸 法

 [ 3 . 1 . 4 ] [ 4 . 2 . 2 ] [ 表 3 . 7 . 1 ]

[ 3 . 7 . 3 ]

※  被 着 体 に 応 じ た も の と し 、 改 修 標 仕  表 3. 7 . 1を 標 準 と す る

・  下 記 に よ る

※ 改 修 標 準 仕 様 書 3 . 7 . 3 ( a ) ( 1） ～ ( 3 )に よ る 。

エ ッ ジ ン グ 材 張 り

ボ ン ド ブ レ ー カ ー 張 り ・  適 用 す る

・  適 用 す る  

[ 3 . 7 . 7 ]

・  硬 質 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 管 ・

鋼 管 製 と い の 防 露

縦 ど い 受 け 金 物 の 取 付 け

ル ー フ ド レ ン の 取 付 け

※  水 は け よ く 、 床 面 よ り 下 げ 、 周 囲 の 隙 間 に モ ル タ ル 充 填

（ モ ル タ ル の 調 合 は 、 容 積 比 で セ メ ン ト １ ： 砂 ３ ）

[ 3 . 8 . 3 ]

[ 3 . 8 . 3 ]

）

・  足 鉄 を 割 り つ め 折 り と し 、 深 さ 60㎜ 程 度 埋 め 込 み

・  溶 接 又 は 小 ボ ル ト ど め

※  行 う （ 施 工 箇 所 ※ 改 修 標 仕  表 3 . 8 . 4よ る

製 造 所 ：

既 存 と い そ の 他 の 撤 去 及 び 降 雨 等 に 対 す る 養 生 方 法

※ 図 示 ・

[ 3 . 8 . 3 ]

［ 3 . 8 . 3 ] [ 表 3 . 8 . 5 ］

・  押 出 し  2 5 0形

・  押 出 し  3 0 0形

・  押 出 し  3 5 0形

・ オ ー プ ン 形 式

［ 3 . 9 . 2 ] [ 表 3 . 9 . 1 ］

［ 3 . 9 . 2 ]

着 色 （ ・ ア ン バ ー 　 ・ ブ ロ ン ズ 　 ・ ブ ラ ッ ク 系 　 ・ ス テ ン カ ラ ー ）

種 別 （ 　 　 ） 種 　 被 膜 等 の 種 類 （ ※ 標 準 仕 様 書 表 14.2.1に よ る 　 ・ 　 　 　 ）  

既 存 笠 木 等 の 撤 去 ・ 行 う （ 範 囲  ・ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 行 わ な い

［ 3 . 9 . 3 ]

下 地 補 修 の 工 法 ※ 図 示 ・

［ 3 . 9 . 3 ]

［ 3 . 9 . 3 ]

※ 図 示 ・

11． 防 水 施 工

保 証 書

・  提 出 し な い

※ 適 用 す る （ 建 築 基 準 法 に 基 づ き 定 ま る 風 圧 力 の （ ・ 1.0　 1. 1 5　 ・ 1. 3） 倍 の

風 圧 力 及 び 積 雪 荷 重 に 対 応 し た 工 法 ）

・ 適 用 し な い

・  提 出 す る

笠 木 の 取 付 方 法 （ 板 材 折 り 曲 げ 形 の 場 合 ）

建 築 基 準 法 に 基 づ き 定 ま る 風 圧 力 及 び 積 雪 荷 重 に 対 応 し た 工 法

シ ー ト 防 水

ル ー フ ィ ン グ

６ ． 合 成 高 分 子 系

防 水 改 修 工 法 防 水 層 の 種 別  

・ Ｐ ０ Ｓ Ｉ 工 法

・ Ｐ ０ Ｓ 工 法

・ Ｓ ４ Ｓ 工 法

・ Ｓ ４ Ｓ Ｉ 工 法

・ Ｓ ３ Ｓ Ｉ 工 法

・ Ｓ ３ Ｓ 工 法

・ Ｍ ４ Ｓ 工 法

・ Ｍ ４ Ｓ Ｉ 工 法

・ Ｓ -Ｍ ３

・ Ｓ -Ｍ ２  ・ Ｓ Ｉ -Ｍ ２

・ Ｓ -Ｍ １  ・ Ｓ Ｉ -Ｍ １

・ Ｓ -Ｆ ２  ・ Ｓ Ｉ -Ｆ ２

・ Ｓ -Ｆ １  ・ Ｓ Ｉ -Ｆ １

・ Ｓ -Ｆ １  ・ Ｓ Ｉ -Ｆ １

・ Ｓ -Ｆ ２  ・ Ｓ Ｉ -Ｆ ２

・ Ｓ -Ｍ １  ・ Ｓ Ｉ -Ｍ １

・ Ｓ -Ｍ ２  ・ Ｓ Ｉ -Ｍ ２

・ Ｓ -Ｍ ３  

 [ 3 . 5 . 3 ] [ 表 3 . 5 . 1 ] [ 表 3 . 5 . 2 ]

仕 上 げ 塗 装 ・ カ ラ ー 　 ・ シ ル バ ー

・ 設 け る ・ 設 け な い

脱 気 装 置

改 修 用 ド レ イ ン

・ 設 け る ・ 設 け な い

備 　 　 考施 工 箇 所

絶 縁 用 シ ー ト の 材 質 ※  発 泡 ポ リ エ チ レ ン シ ー ト ・ [ 3 . 5 . 2 ]

改 質 ア ス フ ァ ル ト シ ー ト の 種 類 、 厚 さ

※  改 修 標 準 仕 様 書 表 3 . 4 . 1か ら 表 3 . 4 . 3に よ る 。 ・

押 え 金 物

※  改 質 ア ス フ ァ ル ト シ ー ト 製 造 所 の 仕 様 に よ る 。

１ ． 施 工 数 量 調 査 [ 1 . 5 . 2 ～ 3 ]

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　　・ 図示　　・ 

調査範囲　　　・ 図示　　・ 

調査報告書　　　提出部数：2部

[ 3 . 2 . 5 ]・  設 け る （ Ｐ ０ Ａ Ｓ 、 Ｐ ０ Ａ Ｓ Ｉ 、 Ｐ ０ Ｄ 、 Ｐ ０ Ｄ Ｉ 、 Ｐ ０ Ｓ 、
Ｐ Ｏ Ｓ Ｉ 、 Ｐ ０ Ｘ 工 法 の 場 合 ）

２ ． 二 重 ド レ ン

３ .既 存 防 水 の 処 理 既存保護層の撤去 ・ 行う（範囲　・ 図示　　・ 　　　　　　　　　　　　　　） [ 3 . 2 . 3 ]

既 存 防 水 層 の 下 地 補 修

・ 行わない
・ 行う （・ Ｍ４ＡＳ　　・ Ｍ４ＡＳＩ　　・ Ｍ４Ｃ　　・ Ｍ４ＤＩ　　・ Ｌ４Ｘ）

露出防水層表面の仕上げ塗装除去 [ 3 . 2 . 6 ]

・ 行わない

・ 行う（範囲　・ 図示　　・ 　　　　　　　　　　　　　　）既存防水層の撤去 [ 3 . 2 . 4 ]

・ 行わない

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　　　・ 図示　　・ 

Ｐ０Ｓ工法及びＰ０ＳＩ工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立

※ 改修標準仕様書3.2.6(d)(3)(ⅶ)①～③による　　・ 

上り部等の補修及び処置

防 水 改 修 工 法 の 種 類

屋 根

保 護

防 水

・ Ｔ １ Ｂ Ｉ 工 法

屋 根

露 出

防 水

屋 内

防 水

施 工 箇 所 新 規 防 水 層 の 種 類

※ Ｂ ― ２

※ Ｂ Ｉ ― ２

※ Ａ Ｉ ― ２

※ Ａ ― ２

※ Ｃ ― ２

※ Ｄ ― ２

※ Ｅ ― ２

４ ． ア ス フ ァ ル ト

防 　 水

 [ 表 3 . 1 . 1 ] [ 3 . 3 . 3 ] [ 表 3 . 3 . 3 ～ 表 3 . 3 . 1 0 ]

屋 根

露 出
防 水

断 熱

・  Ｐ １ Ｂ 工 法

・  Ｐ １ Ｂ Ｉ 工 法

・  Ｐ ２ Ａ Ｉ 工 法

・  Ｐ ２ Ａ 工 法

・  Ｍ ４ Ｃ 工 法

・  Ｍ ３ Ｄ 工 法

・  Ｂ ― １

・  Ｂ Ｉ ― １

・  Ａ Ｉ ― １

・  Ａ ― １

・  Ｃ ― １

・  Ｄ ― １・  Ｐ ０ Ｄ 工 法

・  Ｐ Ｏ Ｄ Ｉ 工 法

・  Ｍ ３ Ｄ Ｉ 工 法

・  Ｍ ４ Ｄ Ｉ 工 法

・  Ｄ Ｉ ― １ ※ Ｄ Ｉ ― ２

・  Ｅ ― １・  Ｐ １ Ｅ 工 法 ・  Ｐ ２ Ｅ 工 法

絶 縁 用 シ ー ト に 使 用 す る 材 料

保 護 コ ン ク リ ー ト

粗 骨 材 の 最 大 寸 法 （ ㎜ ） ※ ２ ５

ス ラ ン プ （ ㎝ ）

※  ポ リ エ チ レ ン フ ィ ル ム 厚 さ 0.15㎜ 以 上 (屋 根 保 護 防 水 工 法 の 場 合 )

[ 3 . 3 . 2 ]

[ 3 . 3 . 2 ]

※ １ ８

※ １ ５ 又 は １ ８

設 計 基 準 強 度 （ Ｎ ／ ㎜ 2）

フ ラ ッ ト ヤ ー ン ク ロ ス (70ｇ ／ ㎡ 程 度 )(屋 根 保 護 防 水 断 熱 工 法 の 場 合 )

厚 さ （ ㎜ ）

ア ル フ ァ ル ト の 種 類

押 さ え 金 物 の 材 質 、 形 状 寸 法

断 熱 材  （ 屋 根 保 護 防 水 断 熱 工 法 ）

材 質

[ 3 . 3 . 2 ]

[ 3 . 3 . 2 ]

※  ３ 種 ・  ４ 種

※  ア ル ミ ニ ウ ム 製 、 Ｌ － 3 0× 1 5× 2 . 0 m m程 度

改 質 ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ

※  Ｒ 種

[ 3 . 3 . 2 ]

[ 3 . 2 . 2 ] [ 3 . 3 . 2 ]

※  改 修 標 仕 3 . 3 . 2に よ る 。 ・

立 上 が り 部 の 保 護 の 方 法

)

製 造 所 ：

こ て 仕 上 げ 床 面 仕 上 が り の 平 た ん さ [ 3 . 3 . 5 ]

[ 3 . 3 . 2 ] [ 3 . 3 . 3 ] [ 3 . 3 . 5 ] [ 表 3 . 3 . 3 ～ 表 3 . 3 . 1 0 ]

・  モ ル タ ル 押 さ え (屋 内 等 )

・  コ ン ク リ ー ト 押 さ え

・  乾 式 保 護 材

※  標 準 値 ３ ｍ に つ き ７ ㎜ 以 下

・  れ ん が 押 さ え (れ ん が の 種 類 ※ J I S  Ｒ  1 2 5 0

屋 根 保 護 防 水 工 法 の 防 水 層 立 上 が り 部 の 端 部 の 処 理 方 法

Ｐ １ Ｅ 工 法 、 Ｐ ２ Ｅ 工 法 の 保 護 層 [ 3 . 3 . 3 ]

[ 3 . 3 . 4 ]

・  設 け る

・  押 さ え 金 物 で 押 さ え る

・  改 修 標 仕  3 . 3 . 4  ( d ) ( 3 ) ( ⅱ )に よ る

［ 表 3 . 1 . 1 ] [ 3 . 4 . 3 ] [ 表 3 . 4 . 1 ] [ 表 3 . 4 . 2 ]

・  Ｍ ４ Ａ Ｓ

工 法 の 種 類 防 水 層 の 種 別

・  A S - T 1

・  A S - T 2

・  A S - J 3

・  Ｍ ３ Ａ Ｓ

・  Ｐ Ｏ Ａ Ｓ

・  A S - T 3

・  A S - T 4

・  A S - J 2

・  A S - J 4

施 工 箇 所 備 　 　 考

・  A S I - T 1

改 修 用 ド レ イ ン

脱 気 装 置

・ 設 け る 　 ・ 設 け な い

・ 設 け る 　 ・ 設 け な い

・  A S I - J 1

脱 気 装 置

改 修 用 ド レ イ ン

防 湿 層

・ 設 け る 　 ・ 設 け な い

・ 設 け る 　 ・ 設 け な い

・ 設 け る 　 ・ 設 け な い

・  Ｍ Ｓ Ａ Ｓ 1

・  Ｍ ４ Ａ Ｓ 1

・  Ｐ Ｏ Ａ Ｓ 1

５ ． 改 質 ア ス フ ァ

ル ト シ ー ト

防 水

NON

改修特記仕様書（1）

大迫中央浄水場　配水池1

岩手県花巻市大迫町大迫第１地割　地内

5217.70 ｍ2

改修工事

配水池改修

A-01

図
面
番
号事 業 者

工 事 名

縮　　尺

図面名称

事 業 名

　岩手中部水道企業団　

　大迫第１配水池修繕



・ ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 全 面 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

ア ン カ ー ピ ン

材 質

ア ン カ ー ピ ン 固 定 用 エ ポ キ シ 樹 脂

充 て ん 量 (m1／ 箇 所 )

注 入 用 エ ポ キ シ 樹 脂

注 入 量 (m1／ 箇 所 )

ア ン カ ー ピ ン

材 質

充 て ん 量 (m1／ 箇 所 )

ポ リ マ ー セ メ ン ト ス ラ リ ー

製 造 所

注 入 口 付 ア ン カ ー ピ ン

材 質

注 入 用 エ ポ キ シ 樹 脂

注 入 量 (m1／ 箇 所 )

注 入 口 付 ア ン カ ー ピ ン

材 質

注 入 用 エ ポ キ シ 樹 脂

注 入 量 (ｍ 1／ 箇 所 ) ※ ２ ５

注 入 口 付 ア ン カ ー ピ ン

材 質

ポ リ マ ー セ メ ン ト ス ラ リ ー

製 造 所

注 入 量 (m1／ 箇 所 )

材 料

既 製 目 地 材

（ 形 状

品 質 の 程 度 は 、 参 考 商 品 名 で あ る 。

試 験 張 り

見 本 焼 き

樹 脂 注 入 工 法

材 料 建 築 補 修 用 注 入 エ ポ キ シ 樹 脂

注 入 工 法 の 種 類

※ 自 動 式 低 圧 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

エ ポ キ シ 樹 脂 の 注 入 量 (m1／ 箇 所 )

注 入 孔 間 隔 (㎜ )

注 入 孔 間 隔 (㎜ )

注 入 孔 間 隔 (㎜ )

コ ア 抜 取 り 検 査

ひ び 割 れ 部 改 修

材 料 建 築 補 修 用 注 入 エ ポ キ シ 樹 脂

注 入 工 法 の 種 類

エ ポ キ シ 樹 脂 の 注 入 量 (m1／ 箇 所 )

注 入 孔 間 隔 (㎜ )

注 入 孔 間 隔 (㎜ )

注 入 孔 間 隔 (㎜ )

コ ア 抜 取 り 検 査

（ 抜 取 り 部 の 補 修 方 法

材 料

種 別 ※ １ 成 分 形 又 は ２ 成 分 形 ポ リ ウ レ タ ン 系

工 法

シ ー リ ン グ 用 材 料 の う え へ の ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル の 充 て ん

材 料

接 着 剤

タ イ ル 張 り の 工 法

伸 縮 調 整 目 地 及 び 、 ひ び 割 れ 誘 発 目 地

位 　 　 置

目 地 寸 法

ア ン カ ー ピ ン

材 質 ※ ス テ ン レ ス  SU S 3 0 4 ､呼 び 径 4㎜ の 丸 棒 で 全 ネ ジ 切 り 加 工 し た も の

ア ン カ ー ピ ン 固 定 用 エ ポ キ シ 樹 脂

充 て ん 量 (m1／ 箇 所 )

ア ン カ ー ピ ン

材 質

ア ン カ ー ピ ン 固 定 用 エ ポ キ シ 樹 脂

充 て ん 量 (m1／ 箇 所 )

３ － １

陶 磁 器 質 タ イ ル

３ － ２

注 入 用 エ ポ キ シ 樹 脂

注 入 量 (m1／ 箇 所 )

 ア ン カ ー ピ ン

材 質

充 て ん 量 (m1／ 箇 所 )

ポ リ マ ー セ メ ン ト ス ラ リ ー

製 造 所

注 入 口 付 ア ン カ ー ピ ン

材 質

注 入 用 エ ポ キ シ 樹 脂

注 入 量 (ｍ 1／ 箇 所 )

注 入 口 付 ア ン カ ー ピ ン

材 質

注 入 孔 の 箇 所 数 (箇 ／ ｍ 2)

注 入 用 エ ポ キ シ 樹 脂

注 入 量 (m1／ 箇 所 )

注 入 口 付 ア ン カ ー ピ ン

材 質

ポ リ マ ー セ メ ン ト ス ラ リ ー

製 造 所

注 入 量 (m1／ 箇 所 )

注 入 口 付 ア ン カ ー ピ ン

材 質

注 入 用 エ ポ キ シ 樹 脂

注 入 量 (m 1／ 箇 所 )

３ － ６

浮 き 部 改 修 工 法

３ － ３

３ － ４

欠 損 部 改 修 工 法

３ － ５

4 - 2４ 4 - 4

（ タ イ ル 張 り 仕 上 げ

外 壁 ）

(タ イ ル を 撤 去

す る 場 合 )

ひ び 割 れ 部

改 修 工 法

(タ イ ル 非 撤 去

の 場 合 )

適 用 タ イ ル 形 状

内 壁 タ イ ル 以 外 の

ユ ニ ッ ト タ イ ル

・  改 良 圧 着 張 り

・  マ ス ク 張 り

・  モ ザ イ ク タ イ ル 張 り

工 　 　 　 　 　 　 　 　 法

箇 　  所

幅 　 (㎜ )

深 さ (㎜ )

コ ン ク リ ー ト 打 継 ぎ 目 地 、
左  記  以  外

ひ び 割 れ 誘 発 目 地

ひ び 割 れ 部

改 修 工 法

(タ イ ル 撤 去

の 場 合 )

(タ イ ル 非 撤 去

の 場 合 )

タ イ ル の 種 類

施  工  箇  所

形 状

寸 法

(㎜ )

き     じ

磁 器
器

う わ ぐ す り

施 釉 無 釉

役 　 物

あ り な し

色

標 準 特 注

品 質 の

程 　 度っ

せ

再
資

源
化

タ
イ

ル

地

※  一 般 部 分 １ ３ 、 指 定 部 分 ２ ０

※  ２ ５

※  一 般 部 分 １ ２ 、 指 定 部 分 ２ ０

※  ２ ５

・  ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 全 面 ポ リ マ ー セ メ ン ト ス ラ リ ー 注 入 工 法

※  一 般 部 分 １ ３ 、 指 定 部 分 ２ ０

※  一 般 部 分 １ ２ 、 指 定 部 分 ２ ０

・  注 入 口 付 ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 部 分 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

※  ス テ ン レ ス  S U S 3 0 4 ､呼 び 径 外 径 ６ ㎜

※  一 般 部 分 ９ 、 指 定 部 分 １ ６

※  ２ ５

・  注 入 口 付 ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 全 面 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

※  ス テ ン レ ス  S U S 3 0 4 ､呼 び 径 外 径 ６ ㎜

※  一 般 部 分 ９ 、 指 定 部 分 １ ６

※  一 般 部 分 ９ 、 指 定 部 分 １ ６

・  注 入 口 付 ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 全 面 ポ リ マ ー セ メ ン ト ス ラ リ ー 注 入 工 法

※  ス テ ン レ ス  S U S 3 0 4 ､呼 び 径 外 径 ６ ㎜

※  一 般 部 分 ９ 、 指 定 部 分 １ ６

※  一 般 部 分 ９ 、 指 定 部 分 １ ６

※  ５ ０

・  モ ル タ ル 塗 替 え 工 法

・  適 用 す る

・  行 う

・  低 粘 度 形 ・  中 粘 度 形

※  2 0 0 ～ 3 0 0

・  手 動 式 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

・  機 械 式 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

・  行 う （ 抜 取 り 部 の 補 修 方 法

・  低 粘 度 形 ・  中 粘 度 形

※  自 動 式 低 圧 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

※  2 0 0 ～ 3 0 0

・  手 動 式 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

・  機 械 式 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

・  行 う

・  Ｕ カ ッ ト シ ー ル 材 充 て ん 工 法

・  シ ー リ ン グ 用 材

・  行 う

・  タ イ ル 部 分 張 替 え 工 法

※  ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル

・  タ イ ル 張 替 え 工 法

・  密 着 張 り

・  図 示

※  2 0以 上

※  1 0以 上

・  ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 部 分 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

※  一 般 部 分 １ ６ 、 指 定 部 分 ２ ５

※  ２ ５

・  ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 全 面 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

※  一 般 部 分 １ ３ 、 指 定 部 分 ２ ０

※  ２ ５

※  ２ ５

・  ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 全 面 ポ リ マ ー セ メ ン ト ス ラ リ ー 注 入 工 法

※  一 般 部 分 １ ３ 、 指 定 部 分 ２ ０

※  一 般 部 分 １ ２ 、 指 定 部 分 ２ ０

・  注 入 口 付 ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 部 分 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

※  ス テ ン レ ス  S U S 3 0 4 ､呼 び 径 外 径 ６ ㎜

※  一 般 部 分 ９ 、 指 定 部 分 １ ６

※  ２ ５

・  注 入 口 付 ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 全 面 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

※  ス テ ン レ ス  S U S 3 0 4 ､呼 び 径 外 径 ６ ㎜

※  一 般 部 分 ９ 、 指 定 部 分 １ ６

※  一 般 部 分 ９ 、 指 定 部 分 １ ６

※  ２ ５

・  注 入 口 付 ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 全 面 ポ リ マ ー セ メ ン ト ス ラ リ ー 注 入 工 法

※  ス テ ン レ ス  S U S 3 0 4 ､呼 び 径 外 径 ６ ㎜

※  一 般 部 分 ９ 、 指 定 部 分 １ ６

※  一 般 部 分 ９ 、 指 定 部 分 １ ６

※  ５ ０

・  注 入 口 付 ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 タ イ ル 固 定 工 法

※  ス テ ン レ ス  S U S 3 0 4 ､呼 び 径 外 径 ６ ㎜

※  ２ ５

・  樹 脂 注 入 工 法

（

（

）

）

）

）

）

（

（

）

）

［ 4 . 2 . 2 ］

[ 4 . 3 . 4 ] [ 4 . 5 . 5 ]

[ 4 . 3 . 4 ] [ 4 . 5 . 5 ]

[ 4 . 3 . 4 ] [ 4 . 5 . 5 ]

[ 4 . 3 . 4 ] [ 4 . 5 . 5 ]

[ 4 . 3 . 4 ] [ 4 . 5 . 5 ]

[ 4 . 3 . 4 ] [ 4 . 5 . 5 ]

陶
※  一 般 部 分 １ ２ 、 指 定 部 分 ２ ０

も の

※  ス テ ン レ ス  SU S 3 0 4 ､呼 び 径 ４ ㎜ の 丸 棒 で 全 ネ ジ 切 り 加 工 し た

注 入 孔 の 箇 所 数 (箇 所 ／ ㎡ )

浮 き 部 に 対 す る 本 数 (本 ／ ㎡ )

注 入 孔 の 箇 所 数 (箇 ／ ㎡ )

浮 き 部 に 対 す る 本 数 (本 ／ ㎡ )

浮 き 部 に 対 す る 本 数 (本 ／ ㎡ )

浮 き 部 に 対 す る 本 数 (本 ／ ㎡ )

注 入 孔 の 箇 所 数 (箇 ／ ㎡ )

浮 き 部 に 対 す る 本 数 (本 ／ ㎡ )

浮 き 部 に 対 す る 本 数 (本 ／ ㎡ )

浮 き 部 に 対 す る 本 数 (本 ／ ㎡ )

注 入 孔 の 箇 所 数 (箇 ／ ㎡ )

浮 き 部 に 対 す る 本 数 (本 ／ ㎡ )

注 入 孔 の 箇 所 数 (箇 ／ ㎡ )

浮 き 部 に 対 す る 本 数 (本 ／ ㎡ )

浮 き 部 に 対 す る 本 数 (本 ／ ㎡ )

注 入 孔 の 箇 所 数 (箇 ／ ㎡ )

浮 き 部 に 対 す る 本 数 (本 ／ ㎡ )

注 入 孔 の 箇 所 数 (箇 ／ ㎡ )

浮 き 部 に 対 す る 本 数 (本 ／ ㎡ )

(タ イ ル 撤 去

の 場 合 )

・  行 う

[ 4 . 4 . 1 1 ] [ 表 4 . 4 . 3 ] [ 4 . 4 . 1 2 ]

[ 表 4 . 4 . 4 ] [ 4 . 4 . 1 4 ]

[ 4 . 4 . 1 4 ]

[ 4 . 4 . 1 4 ] [ 表 4 . 4 . 4 ] [ 4 . 4 . 1 5 ]

[ 4 . 4 . 1 4 ] [ 表 4 . 4 . 4 ] [ 4 . 4 . 1 5 ]

[ 4 . 1 . 4 ] [ 4 . 5 . 5 ]

浮 き 部 改 修 工 法

外
　

　
壁

　
　

改
　

　
修

　
　

工
　

　
事

外
　

　
壁

　
　

改
　

　
修

　
　

工
　

　
事

外
　

　
壁

　
　

改
　

　
修

　
　

工
　

　
事

[ 4 . 1 . 4 ］

※  ス テ ン レ ス SUS 3 0 4 ､呼 び 径 ４ ㎜ の 丸 棒 で 全 ネ ジ 切 り 加 工 し た も の

※  ス テ ン レ ス SUS 3 0 4 ､呼 び 径 ４ ㎜ の 丸 棒 で 全 ネ ジ 切 り 加 工 し た も の

・  充 填 工 法 （ 欠 損 部 面 積 ＝ 0.25㎡ ／ 箇 所 　 程 度 以 下 の 場 合 ）

[ 4 . 1 . 4 ] [ 4 . 2 . 2 ]

※ 1 0以 上

ガ ラ ス 回 り

※ 5以 上

※ 5以 上 ※ 1 0以 上

・  改 良 積 上 げ 張 り

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 1 . 4 ]

[ 4 . 5 . 8 ]

[ 3 . 7 . 3 ] [ 4 . 5 . 8 ] 材 料

接 着 剤

タ イ ル 張 り の 工 法

伸 縮 調 整 目 地 及 び 、 ひ び 割 れ 誘 発 目 地

位 　 　 置

目 地 寸 法

適 用 タ イ ル 形 状

内 壁 タ イ ル 以 外 の

ユ ニ ッ ト タ イ ル

・  改 良 圧 着 張 り

・  マ ス ク 張 り

・  モ ザ イ ク タ イ ル 張 り

工 　 　 　 　 　 　 　 　 法

箇 　  所

幅 　 (㎜ )

深 さ (㎜ )

コ ン ク リ ー ト 打 継 ぎ 目 地 、
左  記  以  外

ひ び 割 れ 誘 発 目 地

・  タ イ ル 部 分 張 替 え 工 法

※  ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル

・  タ イ ル 張 替 え 工 法

・  密 着 張 り

・  図 示

※  2 0以 上

※  1 0以 上

・  ウ レ タ ン 樹 脂

※ 10以 上

ガ ラ ス 回 り

※ 5以 上

※ 5以 上 ※ 1 0以 上

・  改 良 積 上 げ 張 り

[ 4 . 1 . 4 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 1 . 4 ]

[ 4 . 5 . 8 ]

[ 3 . 7 . 3 ] [ 4 . 5 . 8 ][ 4 . 1 . 4 ]

[ 4 . 1 . 4 ]

[ 4 . 1 . 4 ]

[ 4 . 1 . 4 ]

[ 4 . 1 . 4 ]

[ 4 . 1 . 4 ]

※  ス テ ン レ ス SUS 3 0 4 ､呼 び 径 4㎜ の 丸 棒 で 全 ネ ジ 切 り 加 工 し た も の

[ 4 . 1 . 4 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 4 . 1 1 ] [ 表 4 . 4 . 3 ]

[ 4 . 4 . 1 1 ] [ 表 4 . 4 . 3 ]

[ 4 . 1 . 4 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 1 . 4 ] [ 4 . 4 . 1 1 ] [ 表 4 . 4 . 3 ] [ 4 . 4 . 1 2 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 1 . 4 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 4 . 1 3 ]

[ 4 . 4 . 1 3 ]

[ 4 . 1 . 4 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 表 4 . 4 . 4 ] [ 4 . 4 . 1 4 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 4 . 1 5 ]

[ 4 . 1 . 4 ] [ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 1 . 4 ] [ 4 . 5 . 2 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 3 . 4 ] [ 4 . 5 . 2 ]

[ 4 . 3 . 4 ] [ 4 . 5 . 2 ]

[ 4 . 3 . 4 ] [ 4 . 5 . 2 ]

[ 4 . 3 . 4 ] [ 4 . 5 . 2 ]

[ 4 . 3 . 4 ] [ 4 . 5 . 2 ]

[ 4 . 3 . 4 ] [ 4 . 5 . 2 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 3 . 5 ] [ 4 . 5 . 6 ]

[ 4 . 1 . 4 ]

[ 4 . 1 . 4 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 4 . 1 0 ] [ 4 . 5 . 9 ]

[ 4 . 4 . 1 0 ] [ 4 . 5 . 9 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 4 . 1 1 ] [ 表 4 . 4 . 3 ] [ 4 . 5 . 1 0 ]

[ 4 . 4 . 1 1 ] [ 表 4 . 4 . 3 ] [ 4 . 5 . 1 0 ]

[ 4 . 4 . 1 1 ] [ 4 . 5 . 1 0 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 4 . 1 1 ] [ 表 4 . 4 . 3 ]

[ 4 . 4 . 1 2 ] [ 4 . 5 . 1 1 ]

[ 4 . 4 . 1 1 ] [ 表 4 . 4 . 3 ]

[ 4 . 4 . 1 2 ] [ 4 . 5 . 1 1 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 4 . 1 3 ] [ 4 . 5 . 1 2 ]

[ 4 . 4 . 1 3 ] [ 4 . 5 . 1 2 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 4 . 1 4 ] [ 表 4 . 4 . 4 ] [ 4 . 5 . 1 3 ]

[ 4 . 4 . 1 4 ] [ 表 4 . 4 . 4 ] [ 4 . 5 . 1 3 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 4 . 1 4 ] [ 表 4 . 4 . 4 ]

[ 4 . 4 . 1 5 ] [ 4 . 5 . 1 4 ]

[ 4 . 4 . 1 4 ] [ 表 4 . 4 . 4 ]

[ 4 . 4 . 1 5 ] [ 4 . 5 . 1 4 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 4 . 1 5 ] [ 4 . 5 . 1 4 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 5 . 1 5 ]

[ 4 . 4 . 1 3 ] [ 4 . 5 . 1 5 ]

外
　

　
壁

　
　

改
　

　
修

　
　

工
　

　
事

シ ー リ ン グ 用 材 料

種 類

伸 縮 目 地 の 位 置

伸 縮 目 地 の 寸 法

箇  　 所
コ ン ク リ ー ト 打 継 ぎ 目 地 、

ひ び 割 れ 誘 発 目 地

幅 　 (㎜ )

深 さ (㎜ )

左  記  以  外

材 料

シ ー リ ン グ 用 材 料

種 類

［ 4 . 1 . 4 ］

［ 4 . 2 . 2 ］

３ － ７

目 地 改 修 工 法 ・  目 地 ひ び 割 れ 部 改 修 工 法

・  伸 縮 目 地 改 修 工 法

・  図 示

材 料

［ 4 . 1 . 4 ］

[ 4 . 5 . 1 6 ]

[ 4 . 5 . 1 6 ]

4 - 3

※  改 修 標 仕 表 4 . 5 . 1に よ る

※  改 修 標 仕 表 4 . 5 . 1に よ る

※  改 修 標 仕  表 3 . 7 . 1に よ る

※  改 修 標 仕  表 3 . 7 . 1に よ る ［ 4 . 2 . 2 ］

・  ウ レ タ ン 樹 脂

・  変 成 シ リ コ ー ン 樹 脂

外 装 タ イ ル

・  変 成 シ リ コ ー ン 樹 脂

外 装 タ イ ル

[ 4 . 4 . 1 1 ]

[ 4 . 4 . 1 1 ]

ア ン カ ー ピ ン 固 定 用 ポ リ マ ー セ メ ン ト ス ラ リ ー

※  ５ ０

[ 4 . 4 . 1 2 ]

・ エ ポ キ シ 樹 脂 モ ル タ ル

・ ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル

[ 4 . 3 . 7 ] [ 4 . 4 . 8 ]

[ 4 . 5 . 8 ] [ 表 4 . 5 . 4 ]

[ 4 . 4 . 1 1 ] [ 4 . 5 . 1 0 ]

ア ン カ ー ピ ン 固 定 用 ポ リ マ ー セ メ ン ト ス ラ リ ー

[ 4 . 4 . 1 2 ] [ 4 . 5 . 1 1 ]

※  ５ ０

[ 4 . 4 . 1 4 ] [ 4 . 5 . 1 3 ]

[ 4 . 5 . 8 ] [ 表 4 . 5 . 4 ]

材 料 　 建 築 補 修 用 注 入 エ ポ キ シ 樹 脂

注 入 工 法 の 種 類

エ ポ キ シ 樹 脂 の 注 入 量 (m1／ 箇 所 )

注 入 孔 間 隔 (㎜ )

注 入 孔 間 隔 (㎜ )

注 入 孔 間 隔 (㎜ )

コ ア 抜 取 り 検 査

（ 抜 取 り 部 の 補 修 方 法

ア ン カ ー ピ ン

材 質 ※ ス テ ン レ ス  SU S 3 0 4 ､呼 び 径 ４ ㎜ の 丸 棒 で 全 ネ ジ 切 り 加 工 し た も の

※ 一 般 部 分 １ ６ 、 指 定 部 分 ２ ５

ア ン カ ー ピ ン 固 定 用 エ ポ キ シ 樹 脂

充 て ん 量 (m1／ 箇 所 )

（ モ ル タ ル 塗 り

仕 上 げ 外 壁 ）

２ － １

２ － ２

欠 損 部 改 修 工 法

２ － ３

浮 き 部 改 修 工 法

［ 4 . 3 . 4 ］ [ 4 . 4 . 5 ]

［ 4 . 3 . 4 ］ [ 4 . 4 . 5 ]

ひ び 割 れ 部

改 修 工 法

※  樹 脂 注 入 工 法

・  低 粘 度 形 ・  中 粘 度 形

※  自 動 式 低 圧 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

※  2 0 0 ～ 3 0 0

・  手 動 式 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

・  機 械 式 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

・  行 う

・  シ ー ル 工 法

・  ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 部 分 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

※  ２ ５

）

浮 き 部 に 対 す る 本 数 (本 ／ ㎡ )

（ 欠 損 部 面 積 ＝ 0.25㎡ ／ 箇 所 　 程 度 以 下 の 場 合 ）

材 料

種 別 ※ １ 成 分 形 又 は ２ 成 分 形 ポ リ ウ レ タ ン 系

工 法

シ ー リ ン グ 用 材 料 の う え へ の ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル の 充 て ん

・  行 う

・  充 填 工 法

[ 4 . 1 . 4 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 3 . 4 ] [ 4 . 4 . 5 ]

[ 4 . 3 . 4 ] [ 4 . 4 . 5 ]

[ 4 . 3 . 4 ] [ 4 . 4 . 5 ]

[ 4 . 3 . 4 ] [ 4 . 4 . 5 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 1 . 4 ] [ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 1 . 4 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 4 . 1 0 ]

シ ー リ ン グ 用 材 料

[ 4 . 3 . 5 ]  [ 4 . 4 . 6 ]

・  Ｕ カ ッ ト シ ー ル 材 充 填 工 法

[ 4 . 4 . 1 0 ]

・  モ ル タ ル 塗 替 え 工 法 [ 4 . 1 . 4 ]

材 料

既 製 目 地 材

・  適 用 す る （ 形 状
）

[ 4 . 2 . 2 ]

・ エ ポ キ シ 樹 脂 モ ル タ ル

・ ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル

[ 4 . 3 . 7 ] [ 4 . 4 . 8 ]

１ － １

材 料 建 築 補 修 用 注 入 エ ポ キ シ 樹 脂

注 入 工 法 の 種 類

エ ポ キ シ 樹 脂 の 注 入 量 (m1／ 箇 所 )

注 入 孔 間 隔 (㎜ )

注 入 孔 間 隔 (㎜ )

注 入 孔 間 隔 (㎜ )

コ ア 抜 取 り 検 査

（ 抜 取 り 部 の 補 修 方 法

材 料

種 別 ※ １ 成 分 形 又 は ２ 成 分 形 ポ リ ウ レ タ ン 系

工 法

１ － ２

欠 損 部 改 修 工 法

し 仕 上 げ 外 壁 ）

改 修 工 法

ひ び 割 れ 部

・  中 粘 度 形

※  自 動 式 低 圧 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

・  手 動 式 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

・  機 械 式 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

・  行 う

・  行 う

※  樹 脂 注 入 工 法

・  シ ー ル 工 法

※  2 0 0 ～ 3 0 0

）

・  低 粘 度 形

※  充 填 工 法

（ コ ン ク リ ー ト 打 放

[ 4 . 1 . 4 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 3 . 4 ]

[ 4 . 3 . 4 ]

[ 4 . 3 . 4 ]

[ 4 . 3 . 4 ]

[ 4 . 3 . 4 ]

[ 4 . 3 . 4 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

[ 4 . 3 . 5 ]

[ 4 . 1 . 4 ]

[ 4 . 2 . 2 ]

シ ー リ ン グ 用 材 料

・  Ｕ カ ッ ト シ ー ル 材 充 填 工 法

シ ー リ ン グ 用 材 料 の う え へ の ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル の 充 填

調査範囲　　　・ 外壁改修範囲　　・ 図示の範囲

調査内容

[1.5.2～ 3]

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に表

コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

形状寸法等を調査する。

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の

錆汁の流出の有無を調査する。

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　　・ 図示

調査報告書の部数　　　・ ２部　　・　

施工数量調査

・130ml/m ・

・

・

・

・130ml/m ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・130ml/m ・

・130ml/m

・

・

・

・

・

NON

改修特記仕様書（2）

A-02

図
面
番
号事 業 者

工 事 名

縮　　尺

図面名称

事 業 名

　岩手中部水道企業団　

　大迫第１配水池修繕



化粧薄板：

化粧薄板：

化粧薄板：

芯材：

芯材：

芯材：

化粧薄板の厚さ(mm)

２ ． 見 本 の 製 作 等

５ 壁 開 口 の 開 け 方

建 具 周 囲 の 補 修 方 法

補 修 範 囲

建 具 見 本 の 製 作

特 殊 な 建 具 の 仮 組

外 部 に 面 す る ア ル ミ ニ ウ ム 製 建 具 の 性 能 等 級

性  能  等  級

耐  風  圧  性

気 　 密 　 性

水 　 密 　 性

枠 の 見 込 み 寸 法 (㎜ )

表 面 処 理

施  工  箇  所

外 部 に 面 す る 建 具

屋 内 の 建 具

種  　 別 着 　             色

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ

5 - 2
６

新 規 仕 上 げ 塗 材

種 類 、 仕 上 げ の 形 状 、 工 法
4 - 5

外 壁 等

３ ． ア ル ミ ニ ウ ム

製 建 具

開 閉 装 置

・  か ぶ せ 工 法 ・  撤 去 工 法

・  新 規 に 金 属 製 建 具 を 設 置 す る

※  図 示

・  行 う

・  行 う

※  Ａ 種 ・  Ｂ 種 ・  Ｃ 種

※  Ｓ － ４

※  ７ ０ ・  １ ０ ０

※  Ｓ － ５ ※  Ｓ － ６

※  Ａ － ４

※  Ｗ － ５

※  １ ０ ０

１ ． 改 修 範 囲

（

（

）

）

９ ． 自 動 ド ア

外
　

　
壁

　
　

改
　

　
修

　
　

工
　

　
事

[ 5 . 1 . 3 ]

[ 5 . 1 . 3 ]

[ 5 . 1 . 5 ]

[ 5 . 1 . 5 ]

[ 5 . 2 . 2 ] [ 5 . 2 . 4 ] [ 表 5 . 2 . 1 ]

[ 5 . 2 . 4 ] [ 表 5 . 2 . 2 ]

[ 5 . 2 . 2 ]

[ 6 . 1 . 3 ]４ ． 塗 り 仕 上 げ

建
　

　
　

具
　

　
　

改
　

　
　

修
　

　
　

工
　

　
　

事

建
　

　
　

具
　

　
　

　
改

　
　

　
修

　
　

　
工

　
　

　
事

種     類 呼   び   名 仕 上 げ の 形 状 工   法

上 塗 材

・  適 用 す る

こ て 塗 り

・ ひ き 起 し

・  凹 凸 状

・  平 た ん 状

・ 凸 部 処 理

・ 吹 放 し

こ て 塗 り

・ か き 落 し
・ ひ き 起 し
・  凹 凸 状
・  平 た ん 状

・  外 装 厚 塗 材 Ｓ i

・  外 装 厚 塗 材 Ｅ

・ 厚 付 け 仕 上 塗 材

・ 薄 付 け 仕 上 塗 材

・  外 装 薄 塗 材 Ｓ i

・  可 と う 形 外 装

・  可 と う 形 外 装

薄 塗 材 Ｅ

薄 塗 材 Ｓ i

薄 塗 材 Ｅ

・  外 装 薄 塗 材 Ｓ

・  外 装 厚 塗 材 Ｃ

・  防 水 形 外 装

防 火 材 料 の 指 定

既 存 塗 膜 劣 化 部 の 除 去 、 下 地 処 理 の 工 法

工     　 法 処   理   範   囲 下 地 の ひ び 割 れ 部 等 の 補 修

下 地 調 整

既 存 仕 上 面 全 体

※  サ ン ダ ー 工 法

・  高 圧 水 洗 工 法

・  塗 膜 は く 離 剤 工 法

・  水 洗 い 工 法

※  既 存 仕 上 面 全 体

※  既 存 仕 上 面 全 体

※  下 地 調 整 塗 材 を 使 用

・  ホ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル を 使 用

・  防 水 形 仕 上 げ 塗 材 主 材 を 使 用

（ ）

・  図 示

・  図 示

・  図 示

[ 4 . 6 . 3 ]

[ 4 . 6 . 3 ]

・  屋 内 の 壁 、 天 井 の 仕 上 げ 材 は 、 建 築 基 準 法 に 基 づ き 指 定 又 は 認 定 を 受 け た も の

と す る 。

・  次 の 箇 所 を 除 き 、 建 築 基 準 法 に 基 づ き 指 定 又 は 認 定 を 受 け た も の と す る 。

・  外 装 薄 塗 材 Ｅ

マ ス チ ッ ク 塗 材

種 別 ・  Ａ 種

(注 ) 厚 付 け 仕 上 塗 材 の 外 装 厚 塗 材 Ｃ は 、 セ メ ン ト ス タ ッ コ 塗 材 の 場 合 と す る 。

吹 付 け

吹 付 け

こ て 塗 り

吹 付 け

こ て 塗 り

こ て 塗 り

吹 付 け

ロ ー ラ ー

ロ ー ラ ー

塗 り

塗 り

塗 り

塗 り

塗 り
ロ ー ラ ー

吹 付 け

ロ ー ラ ー

吹 付 け

ロ ー ラ ー

吹 付 け

吹 付 け

吹 付 け

ロ ー ラ ー

・  ゆ ず 肌 状

・  さ ざ 波 状

・  ゆ ず 肌 状

・  砂 壁 状

・  ゆ ず 肌 状

・  砂 壁 状

・  ゆ ず 肌 状

・  さ ざ 波 状

・  砂 壁 状

・  平 た ん 状

・  凹 凸 状

・  ゆ ず 肌 状

・  さ ざ 波 状

・ 着 色 骨 材

・  砂 壁 状
・  ゆ ず 肌 状

・  平 た ん 状
・  凹 凸 状

・  ゆ ず 肌 状

・  さ ざ 波 状

・  ゆ ず 肌 状
・  さ ざ 波 状

・  凹 凸 状

・  砂 壁 状

・ 吹 放 し

・ 凸 部 処 理

※  既 存 仕 上 面 全 体

※  上 記 処 理 範 囲 以 外 の

１ ． 改  修  工  法

増 付 材

・ 適 用 す る

吹 付 け

・  ゆ ず 肌 状

・  凸 部 処 理

・  凹 凸 模 様

・  ゆ ず 肌 状

・  凹 凸 模 様

・  凸 部 処 理

・  複 層 塗 材 Ｒ Ｓ

・  ゆ ず 肌 状

・  凸 部 処 理

・  凹 凸 模 様

・  ゆ ず 肌 状

・  可 と う 形 改 修

塗 材 Ｅ

・  可 と う 形 改 修

・  可 と う 形 改 修

塗 材 Ｒ Ｅ

塗 材 Ｃ Ｅ

・  平 た ん 状

仕 上 塗 材

・ 可 と う 形 改 修 用

吹 付 け

ロ ー ラ ー

ロ ー ラ ー

ロ ー ラ ー

吹 付 け

ロ ー ラ ー

ロ ー ラ ー

ロ ー ラ ー

吹 付 け

・  防 水 形 複 層 塗 材 RE

・  防 水 形 複 層 塗 材 CE
・  防 水 形 複 層 塗 材 E

・  防 水 形 複 層 塗 材 RS

・  さ ざ 波

・  ゆ ず 肌 状

・  複 層 塗 材 Ｅ

・  複 層 塗 材 Ｒ Ｅ

・  複 層 塗 材 Ｓ ｉ

・  可 と う 系 複 層 塗

材 Ｃ Ｅ

・  複 層 塗 材 Ｃ Ｅ ・  凸 部 処 理
吹 付 け

・  凹 凸 模 様

耐 候 性

※ 耐 候 形 ３ 種

上 塗 材 種 類

※ 水 系 ア ク
リ ル の
つ や あ り・ 複 層 仕 上 塗 材

備        考

[ 4 . 1 . 4 ] [ 4 . 2 . 2 ] [ 表 4 . 2 . 4 ]

・  Ｂ 種

仕 上 材 塗 り ※  つ や 有 合 成 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン ペ イ ン ト

・  

・  ゆ ず 肌 状

防 火 材 料

・

防 火 材 料

・

防 火 材 料

・

防 火 材 料

・

 砂 壁 状

[ 4 . 6 . 6 ] [ 表 4 . 6 . 7 ］

[ 4 . 2 . 2 ]

・ 図 示

・ ひ び 割 れ 部 改 修 工 法

・ 浮 き 部 改 修 工 法

・ 欠 損 部 改 修 工 法

（ 建 具 番 号 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 番 号 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※  Ａ － ３

※  Ｗ － ４

・  Ｂ － １ 種

・  Ｃ － １ 種

・  Ｃ － ２ 種

・  Ｂ － ２ 種

・ ア ン バ ー 　 ・ ブ ロ ン ズ 　 ・ ブ ラ ッ ク 系

・ ス テ ン カ ラ ー

・ ア ン バ ー 　 ・ ブ ロ ン ズ 　 ・ ブ ラ ッ ク 系

・ ス テ ン カ ラ ー

・  適 用 す る

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

・  適 用 す る断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ [ 5 . 2 . 2 ]断 熱 性 に よ る 等 級 （ 　 　 ）

遮 音 性 の 等 級 （ 　 　 ）

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

耐 震 ド ア セ ッ ト [ 5 . 2 . 2 ]・  適 用 す る 面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ 　 　 ）

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

網 戸 等
[ 5 . 2 . 3 ]

種類

・ 防虫網 ※ 合成樹脂製

  線径 網目

※ 0.25㎜ 以上

・ ガラス繊維入り合成樹脂製

・ ステンレス（SUS316）製
・

※ 16～18 メッシュ

・

材種

・ 防鳥網 1.5㎜ 網目寸法　15㎜ステンレス（SUS304）線材

６ ． 鋼 製 軽 量 建 具

外部に面する建具

防音ドアセット・防音サッシ

断熱ドアセット・断熱サッシ Ｇ

・ A種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）

・ B種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）

・ C種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）

・ 適用する　遮音性の等級（・ Ｔ－１　　・ Ｔ－２）

（建具符号：・ 建具表による　　・　  　　　　）

・ 適用しない

・ 適用する　断熱性の等級（・ Ｈ－４　　・ Ｈ－５　　・　　　）

（建具符号：・ 建具表による　　・　  　　　　）
・ 適用しない

枠の見込み寸法　　　・ 建具表による　　・ 

表面色　　　※ 標準色　　・ 特注色

水切り板、ぜん板　　　※ 図示　　・ 

ガラス　　　※ 複層ガラス　　・ 

[ 5 . 3 . 2 ] [ 表 5 . 3 . 1 ～ 3 ]性能等級４ ． 樹 脂 製 建 具

[ 5 . 3 . 4 ]

[ 5 . 3 . 5 ]

[ 5 . 3 . 4 ]

性 能 等 級 [ 5 . 4 . 2 ] [ 表 5 . 4 . 1 ]

簡 易 気 密 型 ド ア セ ッ ト

・  適 用 す る 　 水 密 性 の 等 級 （ ・ W-1　   　 　 ）

・  適 用 す る 　 気 密 性 の 等 級 （ ・ A-3   　 　 　 ）

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ ・  適 用 す る

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

・  適 用 す る断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ 断 熱 性 に よ る 等 級 （ 　 　 ）

遮 音 性 の 等 級 （ 　 　 ）

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

・  適 用 す る 面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ 　 　 ）

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

５ ． 鋼 製 建 具

※ Z 1 2又 は F 1 2

・ J I S  G  3 3 1 7（ 溶 融 亜 鉛 - 5％ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 め っ き 鋼 板 ） ※ Y 0 8

・ J I S  G  3 3 0 2（ 溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板 ） [ 5 . 4 . 3 ]

性 能 等 級

簡 易 気 密 型 ド ア セ ッ ト ・  適 用 す る 　 気 密 性 の 等 級 （ ・ A-3   　 　 　 ）

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ ・  適 用 す る

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

・  適 用 す る断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ

遮 音 性 の 等 級 （ 　 　 ）

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

・  適 用 す る 面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ 　 　 ）

建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る

耐 震 ド ア セ ッ ト

耐 震 ド ア セ ッ ト

亜 鉛 め っ き 付 着 量

[ 5 . 5 . 2 ]

[ 5 . 5 . 3 ]

[ 5 . 5 . 3 ]鋼 板 ※ 亜 鉛 め っ き 鋼 板 　 ・ ビ ニ ル 被 覆 鋼 板 　 ・ カ ラ ー 鋼 板

召 合 せ 、 縦 小 口 包 み 板 の 材 質

※ 鋼 板 　 ・ ス テ ン レ ス 鋼 板 　 ・ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 押 出 形 材

７ ． ス テ ン レ ス [ 5 . 6 . 3 ]

[ 5 . 6 . 4 ]

[ 5 . 6 . 5 ]

・

８ ． 建 具 用 金 物

曲 げ 加 工

表 面 仕 上 げ

※  Ｈ Ｌ 仕 上 げ

※  普 通 曲 げ ・  角 出 し 曲 げ

※  S U S  3 0 4 　 　 ・ S U S  4 3 0 J 1 L    ・ S U S  4 3 0 ( 屋 内 の み ）

製 建 具

鋼 板

※  改 修 標 仕  表 5 . 7 . 1に よ る金 物 の 種 類 、 見 え 掛 り 部 の 材 質

樹 脂 製 建 具 に 使 用 す る 丁 番 　 　  　 ※ 改 修 標 仕 　 表 5.7 . 3に よ る [ 5 . 7 . 2 ] [ 表 5 . 7 . 3 ]

[ 5 . 7 . 2 ] [ 表 5 . 7 . 1 ]

握 り 玉 、 レ バ ー ハ ン ド ル 、 押 板 類 、 ク レ セ ン ト 等 の 取 付 け 位 置 ※  図 示 [ 5 . 7 . 3 ]

マ ス タ ー キ ー の 製 作 　 　 ・ 製 作 す る 　 ・ 製 作 し な い

そ の 他 の 鍵 　 　 　 ※ 各 室 3本 1組 　 　・

[ 5 . 7 . 4 ]

ス ラ イ デ ィ ン グ ド ア 用 及 び ス イ ン グ ド ア 用 自 動 ド ア 開 閉 装 置 の 性 能 値

ス ラ イ デ ィ ン グ ド ア 用

ス イ ン グ ド ア 用

※  改 修 標 仕  表 5 . 8 . 1に よ る

※  改 修 標 仕  表 5 . 8 . 2に よ る

セ ン サ ー の 種 類

[ 5 . 8 . 2 ]

・ マットスイッチ ・光線（反射)スイッチ ・ 熱線スイッチ [ 5 . 8 . 3 ]

・ 音波スイッチ ・ 光電スイッチ ・ 電波スイッチ

・ タッチスイッチ ・押しボタンスイッチ ・ ペダルスイッチ

・多機能トイレスイッチ

寒 冷 地 に お け る 凍 結 防 止 措 置 ・  行 う
[ 5 . 8 . 3 ]

自 閉 式 上 吊 り 引 戸 装 置 の 性 能 値

引 戸 装 置

10． 自 閉 式 上 吊 り [ 5 . 9 . 3 ]

※  改 修 標 仕  表 5 . 9 . 1に よ る

11． 重 量 シ ャ ッ タ ー シ ャ ッ タ ー の 種 類 ・  一 般 重 量 シ ャ ッ タ ー ・  外 壁 用 防 火 シ ャ ッ タ ー

・  防 煙 シ ャ ッ タ ー ・  屋 内 用 防 火 シ ャ ッ タ ー

[ 5 . 1 0 . 2 ]

耐 風 圧 強 度 　 　 　 一 般 重 量 シ ャ ッ タ ー （ 　 　 ） N/㎡

開 閉 機 能 に よ る 種 類 ※  上 部 電 動 式 （ 手 動 併 用 ） ・  上 部 手 動 式

外 壁 用 防 火 シ ャ ッ タ ー （ 　 　 ） N/㎡

[ 5 . 1 0 . 2 ]

一 般 重 量 シ ャ ッ タ ー の シ ャ ッ タ ー ケ ー ス 　 　 ・ 設 け る 　 　 ・ 設 け な い

[ 5 . 1 0 . 2 ]

1 2． 軽 量 シ ャ ッ タ ー

[ 5 . 1 0 . 2 ]

開 閉 形 式 ※  手 動 式 ・  上 部 電 動 式 （ 手 動 併 用 ） [ 5 . 1 1 . 2 ]

スラットの形状　　　・ インターロッキング形　　・ オーバーラッピング形 [ 5 . 1 1 . 4 ]

・ ス タ ン ダ ー ド 形

ガ イ ド レ ー ル の 材 質
ド ア セ ク シ ョ ン 材 料

に よ る 区 分 に よ る 区 分 に よ る 区 分
開 閉 方 式 収 納 形 式

※  ス チ ー ル タ イ プ

・  ア ル ミ ニ ウ ム タ イ プ

・  フ ァ イ バ ー グ ラ ス タ イ プ

・  ロ ー ヘ ッ ド 形

・  ハ イ リ フ ト 形

・  バ ー チ カ ル 形

・  ス テ ン レ ス 鋼 板

13． オ ー バ ー ヘ ッ ド

※  バ ラ ン ス 式

・  チ ェ ー ン 式

・  電 　 動 　 式

※ 溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板

耐 風 圧 区 分 （ ・ 1 2 5 　 ・ 1 0 0 　 ・ 7 5 　 ・ 5 0 ）P a [ 5 . 1 2 . 2 ]

[ 5 . 1 2 . 2 ] [ 5 . 1 2 . 3 ]

めっきの付着量（※ AZ90　　・　　　）

・ JIS G 3322(塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑー亜鉛合金めっき鋼板)

めっきの付着量（※ Z06又はF06　　・　　　　　）

・ JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板)スラットの材質

耐 風 圧 強 度 　 　 　 （ 　 　 　 ） N/㎡

[ 5 . 1 1 . 3 ]

［ 5 . 1 1 . 2 ］

1 4． ガ 　 ラ 　 ス

・ フ ロ ー ト 板 ガ ラ ス ※ 厚 さ 、 種 類 は 図 示 に よ る [ 5 . 1 3 . 2 ]

・  網 入 板 ガ ラ ス 及 び 線 入 板 ガ ラ ス

品 　 種

[ 5 . 1 3 . 2 ]

・  ひ し 網 入 型 板 ガ ラ ス

・  角 網 入 型 板 ガ ラ ス

・  ひ し 網 入 磨 き 板 ガ ラ ス

・  角 網 入 磨 き 板 ガ ラ ス

・  線 入 型 板 ガ ラ ス

・  線 入 磨 き 板 ガ ラ ス

厚 さ ※ 図 示 に よ る

・ 型 板 ガ ラ ス 　 　 ※ 品 種 、 厚 さ 、 種 類 は 図 示 に よ る

・ フ ロ ー ト 合 わ せ ガ ラ ス

・ 網 入 磨 き 合 わ せ ガ ラ ス

・ 熱 線 吸 収 、 フ ロ ー ト 板 合 わ せ ガ ラ ス

・ Ⅱ -1類

・ Ⅰ 類

・ Ⅱ - 2類 ・ Ⅲ 類

性 能構 成 種 類品 種

・ フ ロ ー ト 板 合 わ せ ガ ラ ス

・ 網 入 磨 き 、 フ ロ ー ト 板 合 わ せ ガ ラ ス
・ 網 入 磨 き 、 熱 線 吸 収 板 合 わ せ ガ ラ ス

・  合 わ せ ガ ラ ス [ 5 . 1 3 . 2 ]※ 厚 さ は 図 示 に よ る

種 類材 料 板 ガ ラ ス に よ る 種 類 性 能

・ フ ロ ー ト ガ ラ ス ・  フ ロ ー ト 強 化 ガ ラ ス

・  熱 線 吸 収 強 化 ガ ラ ス

・  型 板 強 化 ガ ラ ス

※ 厚 さ は 図 示 に よ る・  強 化 ガ ラ ス [ 5 . 1 3 . 2 ]

・  Ⅰ 類

・  Ⅲ 類

・ 型 板 ガ ラ ス

・  熱 線 吸 収 板 ガ ラ ス [ 5 . 1 3 . 2 ]

・  熱 線 吸 収 フ ロ ー ト 板 ガ ラ ス ・  ブ ル ー ・  グ レ ー ・  ブ ロ ン ズ

色 　         調性 能材 料 板 ガ ラ ス の 種 類

・ 1種

・ 2種・  熱 線 吸 収 網 入 磨 き 板 ガ ラ ス

・  日 射 熱 遮 へ い 複 層 ガ ラ ス

・  複 層 ガ ラ ス

・  断 熱 複 層 ガ ラ ス

[ 5 . 1 3 . 2 ]※ 厚 さ は 図 示 に よ る

品 種 断 熱 性 日 射 熱 遮 へ い 性

・  1種

・  2 種

・  3 種

・  4 種

・  5 種

U 1

U 2

・ U - 3 - 1 ・ U - 3 - 2

E - 4

E - 5

・  熱 線 反 射 板 ガ ラ ス

・ 熱 線 反 射 ガ ラ ス

・ 高 性 能 熱 線 反 射 ガ ラ ス

色   調

・  ブ ル ー

・  グ レ ー

・  シ ル バ ー

・  ブ ロ ン ズ

日 射 熱
遮 へ い 性

耐 久 性

・  1種

・  3種

・  2種

A 種

・ A種  ・ B種

B 種

品 種

※ 厚 さ は 図 示 に よ る

反 射 皮 膜 面

・  外 面

・  内 面

映 像 調 整 ・  行 う ・  行 わ な い

色 　        　 調

・  倍 強 度 ガ ラ ス

[ 5 . 1 3 . 2 ] [ 5 . 1 3 . 4 ]

[ 5 . 1 3 . 2 ]

・  ブ ロ ン ズ

材 料 板 ガ ラ ス に よ る 種 類 の 名 称

・  フ ロ ー ト 倍 強 度 ガ ラ ス

・  熱 線 吸 収 倍 強 度 ガ ラ ス ・  グ レ ー ・  ブ ル ー

建 具 の 種 類

15． ガ ラ ス 留 め 材

・  シ ー リ ン グ 材

ア ル ミ ニ ウ ム 製

・

・  シ ー リ ン グ 材

・  ガ ス ケ ッ ト

・  グ レ イ ジ ン グ チ ャ ン ネ ル 形

・

ス テ ン レ ス 製 ・  シ ー リ ン グ 材

・

ガ ラ ス 留 め 材 ガ ラ ス 溝 の 大 き さ

・  改 修 標 仕  表 5 . 1 3 . 1に よ る

・  改 修 標 仕  表 5 . 1 3 . 1に よ る

・ 図 示

・ 図 示

・  改 修 標 仕  表 5 . 1 3 . 1に よ る

・ 図 示

 鋼 製 及 び
鋼 製 軽 量

[ 5 . 1 3 . 2 ]

1 6 .ガ ラ ス ブ ロ ッ ク ・ ガ ラ ス ブ ロ ッ ク の 形 状 、 寸 法 、 厚 さ 、 色 調 ※ 図 示 に よ る

目 地 幅 （ ｍ ｍ ） 平 積 み ※ 8～ 1 5　 ・ 1 5～ 2 5 ・

曲 面 積 み ・外 側  ※ 1 5以 下

内 側  ※ 6以 下 　 ・

※ 6ｍ 以 下 ご と に 10～ 20　 ・ 図 示伸 縮 調 整 目 地 （ ｍ ｍ ）

防 火 性 能 　 　 　 ※ 無 し 　 ・ あ り

壁 用 金 属 枠 及 び 補 強 材 ・ 設 け る （ 形 状 　 ※ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 設 け な い

力 骨 　 　 材 質 　 ※ ス テ ン レ ス 鋼 （ SUS 3 0 4 ) ・

寸 法 　 ※ 径 5.5ｍ ｍ ・

・

[ 5 . 1 3 . 5 ]

形 状 　 ※ は し ご 形 状 腹 筋 及 び 単 筋

シ ー リ ン グ 材 の 種 類 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

化 粧 目 地 モ ル タ ル の 色 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

金 属 製 化 粧 カ バ ー 材 質 　 　 ・ ス テ ン レ ス 製 　 ・ ア ル ミ ニ ウ ム 製

寸 法 　 　 ・ 図 示 ・

形 状 　 　 ・ 図 示 ・

建 築 基 準 法 に 基 づ き 定 ま る 風 圧 力 に 対 応 し た 工 法

・ 適 用 し な い

風 圧 力 に 対 応 し た 工 法 ）
※ 適 用 す る （ 建 築 基 準 法 に 基 づ き 定 ま る 風 圧 力 の （ ・ 1 ・ 1. 1 5  ・ 1. 3） 倍 の

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　　・ 図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

※ 壁面より両側 600㎜ 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　・ 図示

天井の撤去に伴う取り合い部の壁面の改修

※ 既存のまま　　・ 図示

２ . 既 存 床 の 撤 去 、 ビニル床シート等の除去 ※ 仕上げ材のみ（接着剤とも） [ 6 . 2 . 2 ]

・ 下地モルタルとも（・ 図示の範囲　　・ 撤去範囲全て）

改修後の床の清掃範囲　　　※ 図示　　・ 

コンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及びエポキシ樹脂

モルタルは、4章外壁改修工事による。

３ . 既 存 壁 の 撤 去 、

及 び 下 地 補 修 ※ 改修標準仕様書4.4.9によるモルタル塗り

（塗り厚 25㎜ を超える場合の補強　　・ 行う　　・ 行わない）
・ 図示

４ ． 木 下 地 等 表 面 の 仕 上 げ [ 6 . 5 . 1 ] [ 表 6 . 5 . 1 ]

・ Ａ種

仕上げの種別

※ Ｂ種

・ Ｃ種

・ Ｄ種

適用箇所 含水率

※A種

５ ． 製 　 材 [ 6 . 5 . 2 ]

含水率

・

※2級

施工箇所 樹種 等級 形状

※2級

※2級

・

・

寸法（ｍｍ）

・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材

[ 6 . 5 . 2 ]

含水率施工箇所 樹種 等級 形状 寸法（ｍｍ）

・「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

[ 6 . 5 . 2 ]

含水率

・

施工箇所 樹種 等級 形状

・

・

寸法（ｍｍ）

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

※1級

※1級

※1級

・B種

・

※A種

・B種

※A種

・B種

※A種

・B種

・B種

※A種

※A種

・B種

※A種
・B種

※A種

・B種

※A種
・B種

※A種

・B種

[ 6 . 5 . 2 ]

含水率

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

※A種

・B種

※A種
・B種

寸法（ｍｍ）樹種施工箇所 材面の品質 防虫処理 難燃処理

・適用する

・適用しない

（　　　　　　）

（※A種・B種）
造作材の場合

（　　　　　　）
造作材の場合

（※A種・B種）

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する・適用する

・適用しない

・

・

※A種
・B種

（　　　　　　）
造作材の場合

（※A種・B種）

・適用する

・適用しない

・適用する・適用する

・適用しない
・

・代用樹種を使用できない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

間伐材等の適用　　・適用する　・適用しない

６.造作用集成材

・

施工箇所 樹種

・

・

寸法（ｍｍ）

ホルムアルデヒド放散量 ※規制対象外 ・ [ 6 . 5 . 2 ]

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

※1等

※1等

※1等

見付材面の品質 間伐材の適用

・

・

・

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

[ 6 . 5 . 2 ]

[ 6 . 5 . 2 ]

寸法（ｍｍ） 間伐材の適用

・

・

・

※1等

※1等

※1等

見付材面の品質

化粧薄板：
芯材：

施工箇所 樹種

化粧薄板：
芯材：

化粧薄板：
芯材：

[ 6 . 5 . 2 ]

施工箇所 寸法（ｍｍ）

化粧薄板の厚さ(mm)

間伐材の適用

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成材

・

・

・

・

・

・

樹種

[ 6 . 5 . 2 ]

間伐材の適用

・

・

・

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

見付材面の品質寸法（ｍｍ）樹種施工箇所 含水率

・

※A種 ・B種 ・

※A種 ・B種 ・

・

・

・

[ 6 . 5 . 2 ]・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

施工箇所

化粧薄板：

化粧薄板：

化粧薄板：

芯材：

芯材：

芯材：

樹種
寸法

（ｍｍ） 間伐材の適用含水率

※A種 ・B種

※A種
・B種

化粧薄板の
厚さ（ｍｍ）

見付け材面
の品質

・
※A種
・B種
・

※A種
・B種
・

内
　

　
装

　
　

改
　

　
修

　
　

工
　

　
事

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

下 地 補 修

合成樹脂塗床材の除去工法　　　・ 機械的除去工法　　・ 目荒し工法

[ 6 . 3 . 2 ]

NON

改修特記仕様書（3）

A-03

図
面
番
号事 業 者

工 事 名

縮　　尺

図面名称

事 業 名

　岩手中部水道企業団　

　大迫第１配水池修繕



寸法

（㎜）
含水率施工箇所

・

の適用　

間伐材等

・

・

見付け材

面の品質

化粧薄板の

厚さ(㎜)

化粧薄板：

芯材：

樹種

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

・

・ Ｂ種

※ Ａ種

・

・ Ｂ種

※ Ａ種

・

・ Ｂ種

※ Ａ種

6 - 2 6 - 3
・ 「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱 ［6.5.2］

Ｇ ［6.5.2］ホルムアルデヒド放散量 ※ 規制対象外　　・ 

・

の適用　

間伐材等
施工箇所 表面の化粧加工 防虫処理

・

・ 「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

・ 有

・ 無（等級：　　　　　）

・ 有

・ 無（等級：　　　　　）

・ 適用する

・ 適用しない

（加工：・ 天然木化粧加工

・ 塗装加工）

（加工：・ 天然木化粧加工

・ 塗装加工）

・ 適用する

・ 適用しない

厚さ

(㎜)

・

の適用　

間伐材等
施工箇所 表面の化粧加工

厚さ

(㎜)
防虫処理

・

含水率

・

・ 「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

・ 有

・ 有

・ 無（　　　　　　　　）

・ 無（　　　　　　　　）

・ 塗装加工）

（加工：・ 天然木化粧加工

（加工：・ 天然木化粧加工

・ 塗装加工）

・

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

８. 床張り用合板等

７. 造作用単板積層材

［6.5.2］
※ 規制対象外　　・ ホルムアルデヒド放散量

・構造用合板

表板の 板面の

針葉樹

広葉樹

樹種名

断面施工

有効

等級

板面の品質
樹種名

接着の厚さ 表板の
施工箇所

程度  

・

の適用　

間伐材等

・

の適用　

間伐材等

防炎

(㎜) 処理

難燃

処理

防虫

処理

・

・

Ｇ

箇所 品質 係数

比

防虫

処理

強度

等級

厚さ

(㎜)

※１類

・特類

接着

程度

の

・
・１類

・特類

・
・１類

・特類

施工箇所
難燃性に 厚さ

(㎜)よる区分

接着剤に

よる区分

曲げ強さ

よる区分

表裏面の状態

よる区分

等級施工箇所 厚さ（㎜）

・ 普通合板 Ｇ

・

・

・

・

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用する

・ 適用する

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用しない

・ 適用しない

（　　　）

（　　　）

（　　　）

・

・

・

・ １級

※ ２級

・ ２級

・ １級

・ ２級

・ １級

以上 以上

・ パーティクルボード Ｇ

・

・

・

※ Ｐ又はＭ

・

・

・ 構造用パネル

・ １級　・ ２級　・ ３級　・ ４級

・ １級　・ ２級　・ ３級　・ ４級

［6.5.2］

［6.5.2］

※ C-D

以上

以上

・

・

・

※ 15※ 13タイプ

９.接合具等 接着剤 ［6.5.3］接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

ホルムアルデヒド放散量 ※ 規制対象外　　・ 

１０. 防腐、防蟻処理 ・ 防腐・防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材

適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

保存処理性能区分適用部位

・ Ｋ２　　・ Ｋ３　　・ Ｋ４

・ Ｋ２　　・ Ｋ３　　・ Ｋ４

・ Ｋ２　　・ Ｋ３　　・ Ｋ４

6 - 4

処理の方法適用部位

・

・ 薬剤の塗布による防腐・防蟻処理

※ 改修標準仕様書6.5.5(a)(ⅲ)②ア～エによる　・ 

・

・ ボード原料接着剤への薬剤混入による防腐・防蟻処理

適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

［6.5.5］

１１. 軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類　　屋外　　・ 19型　　※ 25型　　　屋内　　※ 19型　　・ 25型

・ 屋外の軒天井、ピロティ天井等

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

※ 適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の

風圧力及び積雪荷重に対応した工法）

・ 適用しない

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　　・ 図示　　・ 

周辺部の端からの間隔　　　・ 図示　　・ 

野縁の間隔　　　・ 図示　　・ 

既存の埋込みインサート　　　・ 使用する　　・ 使用しない

あと施工アンカーの引抜き試験　　　・ 行う（屋外の場合の方法：　　　　　　　　）

・ 行わない

・ 吊りボルトの間隔が900㎜を超える場合

補強方法　　　※ 図示　　・ 

・ 天井のふところが1.5m以上3.0mの場合

補強方法　　　※ 図示　　・ 

・ 天井のふところが3.0mを超える場合

・ 天井下地材における耐震性を考慮した補強

補強箇所　　　・ 図示　　・ 

補強方法　　　※ 図示　　・ 

１２. 軽量鉄骨壁下地 スタッド、ランナーの種類

※ 改修標準仕様書6.7.3によるスタッド高さによる区分に応じた種類

・

スタッドの高さが5.0mを超える場合　　　※ 図示　　・ 

［6.6.2～4］

[6.7.3][表6.7.1]

１３. ビニル床シート Ｇ

・

JIS記号 施工箇所 特殊機能 厚さ(mm)色　柄種　類

発泡層のないもの

発泡層のあるもの

備　考

・ ・

・ 帯電防止

・ 耐動荷重性

・ 防滑性

・ 耐薬品性

・ 無地

・ ﾏｰﾌﾞﾙ柄

・ 無地

・ 柄物

工法　　　※ 熱溶接工法　　・ 突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　）

特殊機能

帯電防止

[6.8.2～3]

１４. ビニル床タイル Ｇ

施工箇所 寸法 (㎜)

・

JIS記号 色　柄 厚さ(mm) 備　考特殊機能

・ FT

・  KT

・  FOA

・ 無地

・ 柄物

・ 無地

・ 柄物

・ 柄物

・ 無地

・ 帯電防止

・ 防滑性

・ 帯電防止

・ 防滑性

・ 帯電防止

・ 防滑性

特殊機能

帯電防止

[6.8.2]

［6.5.2］

材質　　　・ 軟質　　・ 硬質

高さ (㎜)　　　※ 60　　・ 70　　・ 100

厚さ (㎜)　　　※ 1.5以上　　・ 

[6.8.2] ビニル幅木

１５. ゴム床タイル 色柄　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）　

寸法(㎜)　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

[6.8.2]

１６. カーペット敷き Ｇ

備　考色柄等織り方パイル形状種別 帯電性

・ 適用する

（性能：※ 人体耐電圧

3kv 以下

・　　　　　）

・ 適用しない

・ 無地

・ 柄物

（標準品）・

・ カットパイル

・ ループパイル

・ A種

・ B種

・ C種 カット、ループ併用

・

・

・

カーペット

アキスミンスター

カーペット

ダブルフェース

カーペット

ウィルトン

下敷き材　　　※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　　・ 

※ 　 　 　

※ 　 　 　

※ 　 　 　

・

備　考工　法パイル形状 帯電性

・ タフテッドカーペット

・ 適用する

（性能：※ 人体耐電圧

・　　　　　）

・ 適用しない

※ 全面接着工法

・ グリッパー工法

・

・

・

・ カットパイル

ループパイル

レベルループパイル

カット、ループ併用

下敷き材（グリッパー工法の場合）

・ ニードルパンチカーペット

厚さ (㎜) （　　　　　　）

帯電性

・ 適用しない

備　考　　（　　　　　　）

パイル長さ (㎜)

[6.9.3～4][表6.9.1～2]
・ 織じゅうたん

・

※ 6.5

・ ・

※ 6.5

・ ・

※ 6.5

・ タイルカーペット

※ ループパイル

・ カットパイル

・ カット、ループ併用

・ 第二種

※ 第一種

・ 第一種

・ 第二種

・ 第二種

・ 第一種

※ 500× 500

・

※ 500× 500

※  500× 500

総厚さ (㎜)寸法 (㎜) 備  考 施工箇所種  別パイル形状

※ 市松敷き　　・ 模様流し　　・ タイルカーペットの敷き方 平場

階段部分 ※ 模様流し　　・ 市松敷き　　・ 

・ 適用する（材質、形状等　※ 図示　　・　　　　　　　）見切り、押え金物

・ 適用しない

１７. 合成樹脂塗床
6 - 5

工　程

施工箇所 工法種別

・ 厚膜型塗床材

弾性ウレタン樹脂系塗床

・ 厚膜型塗床材

エポキシ樹脂系塗床

・ 薄膜型塗床材

・ アクリル樹脂塗床

※ 平滑仕上げ

・ 防滑仕上げ

・ つや消し仕上げ

・ 平滑仕上げ

・ 防滑仕上げ

・ 薄膜流し展べ工法

・ 厚膜流し展べ工法

・ 樹脂モルタル工法

・ 平滑　　・ 防滑

表面仕上げ

塗布量 (kg/㎡)

・

溶剤

仕上色

・ 水性系　・ 溶剤系

・ 無溶剤系

・ 標準色　・ 

仕上げの種類

[6.10.2～3]

塗料のホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外　　 ・

１８. フローリング張り

板幅　 75

・

・ ・ ・

間伐材等

の適用  

・

・

・
・

・

板幅　 75

・
・

・

板幅　 75

・ ・ ・
・

・
・

単層フローリング Ｇ

種類 工法 樹種 大きさ (㎜) 仕上塗装厚さ(㎜)

・ フローリング

ボード

・ フローリング

ブロック

・ モザイク

パーケット

※ なら

※ なら

※ なら

※ なら

※ なら

接着工法

・ 釘留め工法

（根太張り）

・ 釘留め工法

（直張り）

・ 接着工法

・ 接着工法

・ モルタル

埋込み工法

・ 塗装品

・ 塗装品

・ 塗装品

・ 塗装品

・ 無塗装品

・ 無塗装品

・ 無塗装品

・ 無塗装品

天然木化粧複合フローリング Ｇ

防湿

板厚

厚さ・大
種別

処理
工　　法

・

樹  種
きさ（㎜）

仕上塗装
間伐材等

の適用  

・

板幅

板幅

・

・

種類

・ 複合1種

・ 複合2種

・ 複合3種

フローリング

フローリング

フローリング

（根太張り）

（直張り）

・ 釘留め工法

・ 釘留め工法

・ 接着工法

※ なら

※ なら

・ 無塗装品

・ 塗装品

・ 適用しない

・ 適用する

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外　　・ 

接着工法の場合の緩衝材　　　※ 合成樹脂発泡シート　　・ 

現場塗装仕上 ・ 行う（施工箇所　　　　　　　　　）

・ 行わない

※ ウレタン樹脂ワニス塗り

・ オイルステインの上、ワックス塗り

・ 生地のままワックス塗り

[6.11.2～7]

種別 ・ A種　・ B種　・ C種　・ D種 （畳床：・ KT-Ⅰ　・ KT-Ⅱ　・ KT-Ⅲ　・ KT-K　・  KT-N）

下地の種類 ・ 標準仕様書　表12.6.1による床組

・ ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン　　）Ｇ

・

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極

めて少ない材料を使用したものとする。

１９. 畳敷き [6.12.2]

・A種

・B種

※C種

※ 2.0※ FS

15

※ 15 ※ 303×303

15

・12以上

・12以上

・ 帯電防止性能評価値（JIS A 1455） 1.2 以上～ 3.2 未満

又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1x10 ～1x10 Ω程度

※ 14％以下

※ 14％以下

※ C-D以上

※ 2等以上

・ 1等

※ 1類

・ 2類

※ 5.5

・ 1類

・ 2類

・ 1類

・ 2類

※ C-D ※ 12

※ C-D

    5～7

    4～6

    4 3kv 以下

※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　　・ 

・ 適用する（性能：※ 人体帯電圧 3kv 以下　　・　　　　　　）

厚さ(㎜)　　　・ 3.0　　・ 4.5　　・ 6.0　　・ 9.0

・ 300×300

・ 450×450

・ 300×300

・ 450×450

・ 500×500

※ 2.0

・ 2.5

・ 3.0

・ 2.0

・ 3.0

・ 帯電防止性能評価値（JIS A 1455） 1.2 以上～ 3.2 未満

又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1x10 ～1x10 Ω程度

補強方法　　　※ 改修標準仕様書6.4.4(h)(1)(2)による　　・ 

（JIS K 5970）

板長さ500以上

板長さ300以上

板長さ300以上

303×303

 ・ 8以上

 ・ 75以上

 900以上

２０. せっこうボードその他

ボード及び合板張り 厚さ (㎜)、規格等種　　類 JISの記号

・ 2 5 　

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・ 普通木毛セメント板

・ 硬質木片セメント板

・ 中質木毛セメント板

・ 硬質木毛セメント板

・ けい酸カルシウム板

・ ロックウール化粧吸音板

・

・ グラスウール吸音ボード 32Ｋ

ロックウール吸音ボード1号

・ せっこうボード

・ 普通木片セメント板

タイプ２（無石綿）　　　・ 6　　・ 8

・ フラットタイプ

・ 凹凸タイプ

[6.13.2～3]

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

・ 12　　・ 15　　・ 18　　・ 21

・ 30　　・ 

（・ 9（不燃）・ 12　・  　）

（・ 12（不燃）・ 15　・  　）

・ 25（ガラスクロス包）　・ 

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）　・ 

・ 不燃積層せっこうボード

・ シージングせっこうボード

・ 強化せっこうボード

・ せっこうラスボード

・ 化粧せっこうボード（木目）

・ 化粧せっこうボード

（トラバーチン模様）

化粧無（下地張り用） 

化粧有（トラバーチン模様）

9.5（不燃）

12.5（不燃）

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）

12.5（不燃）　幅 440㎜ 程度

模様（・ 柾目　・ 板目）専用下地材有り

9.5（準不燃）

HW

MW

NW

HF

NF

0.8 FK

1.0 FK

DR

RW-B

GW-B

GB-R

GB-NC

GB-S

GB-F

GB-L

GB-D

GB-D

9.5

IB

HB

M D FＧ

表面性能（　　　　　　　）タイプ

厚さ（㎜）（　　　　　　）

表面の材種

生地、透明塗料塗り

（※ ラワン程度　　・　　　　　　　　　）

不透明塗料塗り

（※ しな程度　　・　　　　　　　　　）

板面の品質（　　　　　　）

厚さ（㎜）（　　　　　　）

接着の程度（　　　　　　）

・ 防虫処理 　・ 難燃処理 　・ 防炎処理

樹種名（　　　　　　）

接着の程度（・ １類　・ ２類）

厚さ（㎜）（　　　　　　）

・ 防虫処理 　・ 難燃処理 　・ 防炎処理

特殊加工の方法

（・ オーバーレイ　・ プリント　・ 塗装）

接着の程度（・ １類 　・ ２類）

・ 防虫処理 　・ 難燃処理 　・ 防炎処理

・ メラミン樹脂化粧板

・ ポリエステル樹脂化粧板

・

・ 単板張りパーティクルボード

・ 化粧パーティクルボード

・ ハードボード（素地）

・ ハードボード（化粧）

・ インシュレーションボード

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・ 特殊加工化粧合板 Ｇ

・ 天然木化粧合板 Ｇ

・ 普通合板 Ｇ

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12　　・ 

・ 未研磨板　　・ 研磨板

・ 10　　・ 12　　・ 15　　・ 18　　・ 

・ ・ 塗装

・ 10（難燃）　・ 12（難燃）　・ 

・ 無研磨板

・ 研磨板 （・ スタンダード　　・ テンパード）

（・ スタンダード　　・ テンパード）

・ 内装用　　・ 外装用

・ 2.5　　・ 3.5　　・ 5　　・ 7

A級（・ 天井仕上　・ 内装仕上　・　　　　）

・ 9　　・ 12　　・ 15　　・ 18

JIS K 6903 による　厚さ（※ 1.2　・ 　　）

ミディアムデンシティファイバーボード

・ 単板オーバーレイ プラスチックオーバーレイ

せっこうボード等の下地は図示による。

遮音シール材 ・ 適用する（・ シーリング材　　・ ジョイントコンパウンド）

・ 適用しない

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

※ 規制対象外　　・ 

合板類の張付け　　　※ Ｂ種　　・ Ａ種

せっこうボードの目地工法　　　・ 仕上げ表による

２１. 壁紙張り ホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外　　・ 

備　考

・

施工箇所
壁紙の種類

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

紙 繊維 プラスチック 無機質 その他
防火種別

※ 不燃　・ 準不燃

※ 不燃　・ 準不燃

※ 不燃　・ 準不燃

※ 不燃　・ 準不燃

モルタル・プラスター面の下地調整　　　※ ＲＢ種　　・ 

コンクリート・ＡＬＣ面の下地調整　　　※ ＲＢ種　　・ 

せっこうボード面の下地調整　　　※ ＲＢ種　　・ 

[6.14.2～3]

２２. モルタル塗り
吸水調整材は、改修標準仕様書表4.2.2による。

既製目地材 ・ 設ける　施工箇所（　　　　　　）　形状（※ 図示　・　　　　）

・ 設けない

床目地 ・ 設ける（工法：※ 押し目地　　・　　　　　）　・ 設けない

・ 防水剤

（品質・性能）

品質・性能項目

建築用のモルタルに用いるセメント防水剤防水剤の種別

混合割合

曲げ及び圧縮強度比

吸水比

透水比

セメント重量の5％以下

（凝結）

　JIS R 5201「セメントの物理試験方法」の8の規定によって行う。

　凝結時間　始発：1時間以上　終結：10時間以内

（安定性）

　JIS R 5201「セメントの物理試験方法」の9の規定によって行い、

　収縮性、膨張性のひび割れ及びそりについて観察する。

凝結及び安定性

70％以上

95％以下

80％以下

[6.15.3～6]

２３. タイル張り [6.16.2～4]伸縮調整目地の位置

床タイル以外（・ 図示　　・ 　　　　　　　　）

床タイル（※ 縦、横とも4m以内ごと　　・ 図示　・　　　　　　　　）

・ セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

タイルの形状、寸法等

・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

色役物

備考

(㎜)

形状
耐凍

寸法
害性

・

・

・

・

有

・

・

無

・

・

有

・

・

無

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・

滑り

抵抗

性

・

・

・

施工箇所
主な用途に

よる区分  

再生材

の適用

Ｇ

吸水率に

よる区分

うわ

ぐすり

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

施
ゆ

う

無
ゆ

う

標
準

特
注

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　　　・ 行う　　・ 行わない

・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

色

備考

(㎜)

形状

Ⅰ

耐凍

Ⅱ Ⅲ

類 類 類

寸法
害性

・

・

・

・

有

・

・

無

・

・

有

・

・

無

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・

施工箇所
よる区分  

主な用途に
再生材

の適用

Ｇ

吸水率に

よる区分

うわ

ぐすり
役物

施
ゆ

う

無
ゆ

う

標
準

特
注

　タイルの形状、寸法等

・接着剤による陶磁器質タイル張り

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　　　・ 行う　　・ 行わない

見本焼き　　　・ 行う　　・ 行わない

内装壁タイル接着剤張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量

見本焼き　　・ 行う　　・ 行わない

※ 規制対象外　　・ 

２４. セルフレベリング材

塗り
種類　　　・ せっこう系　　・ セメント系

塗厚（㎜）　・ 

[6.17.2～3]

内
装
改
修
工
事

内
装
改
修
工
事

内
装
改
修
工
事

内
装
改
修
工
事

NON

改修特記仕様書（4）

A-04

図
面
番
号事 業 者

工 事 名

縮　　尺

図面名称

事 業 名

　岩手中部水道企業団　

　大迫第１配水池修繕



錆止め塗料塗りの種別

工程

鉄鋼面 ＥＰ－Ｇ以外 Ａ種 

塗料塗装面

※ Ｃ 種 　

※ Ａ 種 　

※ Ｂ 種 　

新規見え掛り

ＥＰ－Ｇ 塗替え ※ Ｃ 種 　

新規見え隠れ

※ Ａ 種 　

※ Ｂ 種 　

Ｂ種

新規（鋼製建具）

亜鉛めっき鋼面 塗替え ※ Ａ 種 　 ※Ｃ種

塗替え ※ Ｃ 種 　

※Ａ種

Ｃ種

Ｃ種 ※ Ａ 種 　

Ａ種

Ａ種

※ Ａ 種 　

ひび割れ

・行う

部の補修

・行う

・行う

新　規

※ Ｒ Ｂ 種 　

・

塗替え

木部

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

亜鉛めっき鋼面

モルタル面、プラスター面

コンクリート面（ＤＰ以外）、

鉄鋼面

下地面の種類

せっこうボード面、

コンクリート面（ＤＰ）、

下地調整の種別

  ＲＣ種

  ＲＡ種

  ＲＡ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

　ＲＡ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

　RA種

　　　－

　　　－

　　　－

　　　－

　　　－

・行わない

ＡＬＣパネル面 ・行わない

押出成形セメント板面 ・行わない

その他ボード面

※ Ｒ Ｂ 種 　

※ Ｒ Ｂ 種 　

※ Ｒ Ｂ 種 　

※ Ｒ Ｂ 種 　

※ Ｒ Ｂ 種 　

※ Ｒ Ｂ 種 　

Ｂ種

Ｂ種

新規見え掛り

塗替え

新規見え隠れ

ＥＰ－Ｇ以外

ＥＰ－Ｇ

※Ｂ種　・Ａ種

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

鉄鋼面

木部屋外・合成樹脂調合ペイント

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ａ 種 　

工　程

塗  替  え
塗装面塗装の種類

新　規

※ Ａ 種 　

木部屋内 ※ Ｂ 種 　 ※ Ｂ 種 　　塗り（ＳＯＰ）

新規（鋼製建具）

　　塗料の種別

　　　※１種　・２種

・クリヤラッカー塗り（ＣＬ） ※Ｂ種　・Ａ種※Ｂ種　・Ａ種

・フタル酸樹脂エナメル塗り（ＦＥ） －－

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り（ＮＡＤ） ※Ｂ種　・Ａ種

・耐候性塗料塗り

　（ＤＰ）

鉄鋼面　上塗り等級（　　）級

亜鉛めっき面　上塗り等級（　　）級

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

※Ｂ種　・Ａ種

・　　 Ａ種

・　　 Ａ種

・　　 ・

屋内の鉄鋼面

コンクリート面等・つや有合成樹脂

屋内の木部　エマルションペ

　イント塗り

　（ＥＰ－Ｇ） 屋内の亜鉛めっき鋼面

※Ｂ種　・Ａ種※ Ｂ 種 　

・ Ａ 種 　※ Ｂ 種 　

※Ｂ種　・Ａ種※ Ｂ 種 　

※Ｂ種　・Ａ種※ Ｂ 種 　

・合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ） ※ Ｂ 種 　※ Ｂ 種 　

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り（ＥＰ－Ｔ） ※Ｂ種　・Ａ種※ Ｂ 種 　

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ） ※Ｂ種　・Ａ種※Ｂ種　・Ａ種

・ラッカーエナメル塗り（ＬＥ） ※Ｂ種　・Ａ種※Ｂ種　・Ａ種

・オイルステイン塗り（ＯＳ） －－

・木材保護塗料塗り（ＷＰ） ※Ｂ種　・Ａ種※Ｂ種　・Ａ種

新規（鋼製建具以外）

新規（鋼製建具以外）

※ Ｃ 種 　

Ｃ種

※ Ｃ 種 　

※ Ｃ 種 　

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

防火材料 ※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

・ 次の箇所を除き防火材料とする　（箇所　　　　　　　　　）

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

※ 塗替え面積の 30％　　・ 図示　　・ 

下地調整

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、プラスター面、せっ

こうボード、その他のボード面）の塗替えの場合のしみ止め

　※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　　

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

塗付け量

２種

種類

塗料塗り

工程
塗料その他

規格番号

耐候性屋根用塗料

規格名称

・１級

等級

・２級

・３級

塗料製造所の

仕様による

※ 改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　　・ 

・ 髙日射反射塗料塗り Ｇ

１. 材　料 [7.1.3]

[7.2.2～7]

３. 錆止め塗料塗り [7.3.2～3]

４. 塗装 [7.4.2～7.15.2]

JIS K 5675

（㎏/㎡）

下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　・ ＲＡ種　　・ ＲＢ種　　・ ＲＣ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

７

※ 規制対象外　　・ 

２. 下地調整

　　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によってアスベストを含有している吹

　　き付け材、成形板、建築材料等の使用の有無について調査し、監督職員に報告する。

　　調査範囲（・　　　　　　　　　　・図示　　　　　　　　　　）

　　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

アスベスト粉じん濃度測定

定 量 分 析定 性 分 析

・箇所数（ 　　　）

材　料　名

分析方法

  ・　JIS A1481「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による。

測定時期、場所及び測定点

処理作業中

測定8

測定7

測定6

測定5 処理作業室外（敷地境界）

処理作業後（ｼｰﾄ養生中）

処理作業後シート

撤去後1週間以降 調査対象室外部の付近

処理作業室内

処理作業室内

測 定 点

処理作業前

測定場所

処理作業室内

調査対象室外部の付近

処理作業室内

測定時期

測定1

測定2

測定3

（各施工箇所ごと）

・

・

・

・

・

適用 測定名称

測定4

・ 計　　点

測定方法

メンブレンフィルタ直径 (㎜)

試料の吸引流量 (l/min)

試料の吸引時間 (min)

測定3 測定1,2,4,6,7,8 測定5

・

・

・

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

分析対象

  アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト及び

  トレモライト

・箇所数（ 　　　）

・箇所数（ 　　　） ・箇所数（ 　　　）

・箇所数（ 　　　） ・箇所数（ 　　　）

備考

・

種　類 防火性能

施工調査

※ アスベスト含有建材の事前調査

・ 分析によるアスベスト含有建材の調査

採取箇所　　　・ 図示　　　・ 

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

負圧・除じん装置の排出吹出し口
出口吹出し風速1m/sec以下の位置

・ 計　　点

・ 1 　・ 

・ 5 　・ 

・ 5　 ・ 

・ 120　・ ・ 240　・ 

※ 密封処理　　※ 湿潤化　　・ セメント固化

除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止

・ アスベスト含有吹付け材の除去

アスベスト含有建材の処理

・ 埋立処分（管理型最終処分場）　　・ 中間処理（溶融施設）

除去対象範囲　　・ 図示

除去したアスベスト含有吹付け材等の処分

・ アスベスト含有保温材の除去

除去対象範囲　　・ 図示

除去したアスベスト含有保温材の処分

・ 埋立処分（管理型最終処分場）　　・ 中間処理（溶融施設）

・ アスベスト含有成形板の除去

除去対象範囲　　・ 図示

除去したアスベスト含有成形板の処分

・ アスベスト含有せっこうボード

・ アスベスト含有せっこうボードを除くアスベスト含有成形板

※ 埋立処分（管理型最終処分場）

・ 埋立処分（管理型最終処分場）　　・ 中間処理（溶融施設）

改修特記仕様書第３章による

断熱材

厚さ (㎜)

・

種　類

　（スキンなし）

　（３種２号を除く）

・ 保温板（2種ｂ）

・ 保温板（3種ｂ）

・ 押出法ポリスチレンフォーム保温材

   ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

・ Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材

・ フェノールフォーム保温材

・ ロックウール

・ グラスウール

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

ホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外　　・ 

外壁材

既存外壁の措置

既存外壁仕上げ材の撤去　　　・ あり　　・ なし

下地面の清掃　　　・ 行う　　・ 行わない

欠損部の改修工法　　　・ 改修標準仕様書4.1.4による　　・ 

１. アスベスト含有建材

の処理工事
9 - 1

[9.1.1]

25 25 47

・ 10  ・  

防水改修工事

２. 断熱アスファルト [9.2.1～3]

Ｇ３. 外断熱改修工事 [9.3.2～4]

品　　種 断熱性

Ｕ１

Ｕ２

日射熱遮へい性 厚さ

・

・

厚さ (㎜)

・

種　類

・

工法

通気層の有無　　・ あり（　　　㎜）　　・ なし

断熱材の施工　　　※ 断熱材製造所の仕様による　　・ 

外装材の施工　　　・ 外装材製造所の仕様による　　・ 

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

※ 適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の

風圧力及び建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法）

・ 適用しない

複層ガラス

・ １種

・ ２種

・ ３種

・ 断熱複層ガラス　 

・ Ｕ－３－１　　・ Ｕ－３－２

・ 図示

断熱材のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　

・ 断熱材打込み工法

ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

※ 押出法ポリスチレンフォーム保温材

（スキンなし）

・ Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材

・ フェノールフォーム保温材

（３種２号を除く）

・ 保温板（2種ｂ）

・ 保温板（3種ｂ）

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

・ 断熱材現場発泡工法

断熱材の種類　　　※ Ａ種１　　・ Ｂ種１

　面加熱試験又は難燃3級表面加熱試験に適合していること

（１）JIS A 1321「建築物の内装材及び工法の難燃性試験方法」による難燃2級表

準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験の加熱時間は5分において次の

下記のいずれかによっていること

発熱性

項目

難燃性

品質・性能

（２）法定準不燃材料、難燃材料の評価方法にしようしている発熱性試験（コー

　ンカロリー試験）に適合していること。

（１）～（３）に適合していること。

（１）総発熱量が8MJ/㎡以下であること。

（２）防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴がないこと。

（３）最高発熱速度が、10秒以上継続して200KW/㎡を超えないこと。

（試験方法）

（１）原液試験（原液粘度試験）

（２）発泡品試験

による。

　３）試験片の状態調節及び試験場所は、JIS A 9526の6.2.4による。

（３）圧縮強さの試験

（４）熱伝導率試験

部：保護熱板法（GHP法）」又はJIS A 1412-2「熱絶縁材の熱抵抗及び熱伝導率の測定方法－第

２部：熱流計法（HFM法）」によって、平均温度（23±2）℃、高温板と低温板の温度差（25±5）

℃で熱伝導を測定する。

（５）接着強さ試験

（６）透質率試験

（７）難燃性の表面加熱試験

（８）発熱性試験

　建築基準法に基づく指定性能評価機関が準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用している試験

　方法に準じる。

・ 現場発泡断熱材

（品質・性能）

9 - 2

４. ガラス改修工事 [9.4.2]

[9.5.2～3]

Ｇ

５. 断熱・防露改修工事

・ 25　・ 

・ 25　・ 

厚さ（㎜）　　　・ 25　　・ 30　　・ 

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

　JIS K 7117-1「ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ-液状、乳濁状又は分散状の樹脂-ﾌﾞﾙｯｸﾌｨｰﾙﾄﾞ形回転粘度計による見

掛け粘度の測定方法」による。

　２）試料の状態調節は、JIS A 9526の6.2.2による。また、試験片の作成はJIS A 9526の6.2.3

　１）試料の作成は、JIS A9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム」の6.2.1による。

　JIS A 9526の6.2.5により、測定はJIS K 7220「硬質発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ-圧縮特性の求め方」による。

　JIS A 9526の6.2.6により、JIS A 1412-1「熱絶縁材の熱抵抗及び熱伝導率の測定方法－第１

　JIS A 9526の6.2.7による。

　JIS A 9526の6.2.8により、測定はJIS A 1324「建築材料の透湿性測定方法」又はJIS K 7225

「硬質発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ－水蒸気透過性の求め方」による。

　JIS A 1321に規定する試験方法に準じる。

項目 性能

排水層
植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植込み

土壌を支え、流出しない構造をもつこと。

排水層の鉛直方向の排水性能 240L/㎡/ｈ以上

一般メンテナンス時の上部歩行に際し破壊しないこと。

3×10 N/㎡の載荷重で破損・有害なひずみなど異常がな

いこと。（保水層を有する場合は保水層共）

耐荷重性能

　排水層の許容圧縮強度

透水、排水層等構成材の主要材質
合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるものであること。

（保水層を有する場合は、保水層共）

透水層
目詰まりにより植物の生育に支障を生じることがなく、

植え込み用土を流出させない構造であること。

耐根層

重ね合わせ部を含め、クマザサ等の地下茎伸長力の強い

植物に対して3年以上の耐根性能を有し、かつ、耐腐食

性及び耐久性のあるものであること。

耐根層保護層

材質は、合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、

かつ、施工中及び施工後の耐根層を保護するものである

こと。但し、耐根層がこれと同等の性能を有するものと

認められる場合は省略することができるものとする。

（品質・性能）

4

植栽基盤及び材料

屋上緑化軽量システム　　　　・ 適用する　　・ 適用しない

芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　※ 図示　　・ 

見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等　　　※ 図示　　・ 

Ｇ

６. 屋上緑化改修工事

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

※ 適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の

風圧力及び積雪荷重に対応した工法）

・ 適用しない

かん水装置　　　・ 設置する（種類　・　　　　　　　　　　）

既存保護層の撤去　　　・ 行う　　・ 行わない

-1

舗装改修工事 Ｇ 既存舗装の撤去及び再利用　　　※ 図示　　・ 

路床

路床の材料

・

・

・

・

種別 材料 厚さ（㎜）

・ 図示

・ 図示

・ 図示

・ 図示

・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・Ｄ種

・ 建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

・ 盛土

・ 遮断層

・ 凍上抑制層

・ フィルター層

・ 川砂、海砂又は良質な山砂（75μｍふるい通過量10％以下）

・

・ 再生クラッシャラン Ｇ ・ クラッシャラン

・切込み砂利

・ 川砂、海砂又は良質な山砂（75μｍふるい通過量10％以下）

・ 川砂、海砂又は良質な山砂（75μｍふるい通過量6％以下）

・

路床安定処理

・ 添加材料による安定処理

種類 ・ 普通ポルトランドセメント　　・ 高炉セメントＢ種

・ フライアッシュセメントＢ種

・ 生石灰（　　　　　　　）　　・ 消石灰（　　　　　　　）

・ ジオテキスタイル

試験

砂の粒度試験　　　　　　　　　　　・ 行う　　・ 行わない

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　・ 行う　　・ 行わない

路床締固め度試験　　　　　　　　　・ 行う　　・ 行わない

路盤

路盤の厚さ　　　・ 図示　　・ 

路盤材料 ・ 砕石 ・ 再生クラッシャラン ・ クラッシャラン鉄鋼スラグＧ Ｇ

試験

路盤締固め度の試験　　　※ 行う　　・ 行わない

試験

厚さ（㎜）

ストレートアスファルト

材料

・ 図示　　・ 

透水性アスファルト混合物等の抽出試験　　　・ 行う　　・ 行わない

舗装の平たん性　　　※ 著しい不陸がないもの　　・ 

舗装

添加量　　　kg（目標CBR　・ 5 以上　・　　）

単位面積質量　　　・ 60g/㎡ 以上　　・ 

厚さ (㎜)　　　・ 0.5～1.0　　・ 

引張強さ　　　・ 98N/5㎝ (10kgf/5㎝) 以上　　・ 

透水係数　　　・ 1.5×10 ㎝/sec 以上　　　・ 

７. 透水性アスファルト [9.7.2～9]

除去工法　　※ 9.1.3(b)(1)による

[9.1.1,3～5]

[9.6.1～3]

9 - 3
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環
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事
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改修特記仕様書（5）

A-05

図
面
番
号事 業 者

工 事 名

縮　　尺

図面名称

事 業 名

　岩手中部水道企業団　

　大迫第１配水池修繕



 309

 165

 228

 288

日蔭

はやちねの里大迫保育所

ミルク工房ボン・ディア

花巻市花巻北
消防署大迫分署

大迫体育館

花巻警察署大迫駐在所
愛宕神社

遠
野
街
道

国
道
396号

花巻市大迫総合支所

大迫生コン

国道396号

NON

案内図

A-06

案内図

図
面
番
号事 業 者

工 事 名

縮　　尺

図面名称

事 業 名

　岩手中部水道企業団　

 施工場所：大迫中央浄水場

　大迫第１配水池修繕

岩手県花巻市大迫町大迫第３地割 地内
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配置図

改修対象

A-07

図
面
番
号事 業 者

工 事 名

縮　　尺

図面名称

事 業 名

　岩手中部水道企業団　

配水池１

配水池２

管理棟

逆洗ﾎﾟﾝﾌﾟ室

　大迫第１配水池修繕



1：50

改修平面図・屋根伏図

20
0

14
,0

00

20
0

配水池②へ

Ａ面

立面転回Ｄ面

Ｃ面

Ｂ面

平　面　図 屋　根　伏　図

ＡＡ Ａ Ａ

20
0

1,
30

0

12
,8

00

1,
30

0

20
0

連
絡
通
路
（
既
存
の
ま
ま
）

超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設

超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設

超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ下地調整の上

ｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰ下地調整材塗布の上

ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材（吹付）新設
ｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰ下地調整材塗布の上

A-08

図
面
番
号事 業 者

工 事 名

縮　　尺

図面名称

事 業 名

　岩手中部水道企業団　

2
50

1,400

300 800 300

1,000

50 900 50

定着柱　4ヶ所

90°

90°

900
600

60
0

人孔φ900

盤基礎

φ1,200

外壁：ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材（吹付）新設

内部梯子　SUS304（既存のまま）

48,180（
手
摺
長
さ
）

50
0

ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ　φ600

ｱﾙﾐ手摺付笠木新設

屋根（R部）：超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設

立上外面：超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設

屋根（平場部）：超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設

　大迫第１配水池修繕



ＧＬ　+198.30

Ａ面　立　面　図 Ｂ面　立　面　図

配水池②へ

連絡通路（既存のまま）

超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設

ｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰ下地調整材塗布の上 ｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰ下地調整材塗布の上

超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設

ｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰ下地調整材塗布の上 ｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰ下地調整材塗布の上

ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修
ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修

1：50

配水池1　改修立面図（1）

A-09

外壁：ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材（吹付）新設 外壁：ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材（吹付）新設

ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ　φ600 ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ　φ600

ｱﾙﾐ手摺付笠木新設ｱﾙﾐ手摺付笠木新設

定着柱：ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材（吹付）新設 定着柱：ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材（吹付）新設

図
面
番
号事 業 者

工 事 名

縮　　尺

図面名称

事 業 名

　岩手中部水道企業団　

屋根（R部）：超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設 屋根（R部）：超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設
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ＧＬ　+198.30

Ｃ面　立　面　図 Ｄ面　立　面　図

超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設

ｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰ下地調整材塗布の上

超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設

ｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰ下地調整材塗布の上

ｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰ下地調整材塗布の上 ｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰ下地調整材塗布の上

ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修
ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修 ｸﾗｯｸ補修

ｸﾗｯｸ補修

1：50

配水池1　改修立面図（2）

A-10

外壁：ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材（吹付）新設
外壁：ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材（吹付）新設

ｱﾙﾐ手摺付笠木新設 ｱﾙﾐ手摺付笠木新設

ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ　φ600 ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ　φ600

定着柱：ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材（吹付）新設定着柱：ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材（吹付）新設

図
面
番
号事 業 者

工 事 名

縮　　尺

図面名称

事 業 名

　岩手中部水道企業団　

屋根（R部）：超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設 屋根（R部）：超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設
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ＧＬ　+198.30 ▽　ＬＷＬ　+198.30

▽　ＨＷＬ　+201.80
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Ａ－Ａ　断　面　図

ｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰ下地調整材塗布の上

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ下地調整の上

超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設

外壁：ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材（吹付）新設

ベンチレーター部詳細図　　S=1：30ドームリング部詳細図　　S=1：30

外壁・軒天：ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材（吹付）新設
ｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰ下地調整材塗布の上

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ下地調整の上

立上内外面：超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設

超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設

ｱﾙﾐ手摺付笠木新設

ｱﾙﾐ手摺付笠木新設

立上ｺﾝｸﾘｰﾄ詳細　S=1:10

立上ｺﾝｸﾘｰﾄ復旧の上

1：50，1：30，1：20

改修断面図

A-11

防水改修範囲

吹付ﾀｲﾙ改修範囲
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1,000

675
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ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ　φ600
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　岩手中部水道企業団　

200

1-D13

D13@200 L=120

差筋ｱﾝｶｰ D13@200

立上りｺﾝｸﾘｰﾄ 200x200 復旧

屋根（R部）：超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設

超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設

屋根（平場部）：超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設
立上外面：超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設

屋根（R部）：超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設

屋根（平場部）：超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設

屋根（R部）：超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　新設
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1：5，1：10，1：20，1：100

改修詳細図

A-12

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ塗　t=20
超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水仕上

既存ｺﾝｸﾘｰﾄt=20斫り撤去の上

－　凡例　ー

[平面図]

[Ａ面］

Ａ面

立面転回Ｄ面

Ｃ面

Ｂ面

[Ｂ面］ [Ｃ面］ [Ｄ面］

φ
15

,6
00

[断面詳細］ [平面詳細］

[立面図］

Ｍ１２全ネジボルト

手
摺

H=
1,

1
00

水質計器盤基礎補修詳細図 1：20

手摺付笠木詳細図 1：100　1：10　1：5
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　岩手中部水道企業団　
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20
0

14
,0

00

20
0

配水池②へ

Ａ面

立面転回Ｄ面

Ｃ面

Ｂ面

平　面　図 屋　根　伏　図

ＡＡ Ａ Ａ

20
0

1,
30

0

12
,8

00

1,
30

0

20
0

連
絡
通
路

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

下地ﾓﾙﾀﾙt=20撤去

ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

1：50

既存撤去平面図・屋根伏図

A-13

2
50

1,400

300 800 300

1,000

50 900 50

定着柱　4ヶ所

内部梯子　SUS304

90°

90°

900
600

60
0

盤基礎

2,2
00

φ1,200

8
,3
80
（
手
摺
長
さ
）
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手
摺
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入孔φ900

ｱﾙﾐ手摺撤去

立上ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

外部螺旋階段基礎　撤去

屋根（R部）：ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去

ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ　φ600

屋根（平場部）：ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去

外壁：吹付ﾀｲﾙ撤去

図
面
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工 事 名

縮　　尺

図面名称

事 業 名

　岩手中部水道企業団　
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ＧＬ　+198.30

Ａ面　立　面　図 Ｂ面　立　面　図

配水池②へ

連絡通路

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

1：50

既存撤去立面図（1）

A-14

ｱﾙﾐ手摺撤去ｱﾙﾐ手摺撤去

ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ　φ600ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ　φ600

屋根（R部）：ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去 屋根（R部）：ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去

外壁：吹付ﾀｲﾙ撤去外壁：吹付ﾀｲﾙ撤去

図
面
番
号事 業 者

工 事 名

縮　　尺

図面名称

事 業 名

　岩手中部水道企業団　
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ＧＬ　+198.30

Ｃ面　立　面　図 Ｄ面　立　面　図

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

配水池②へ

連絡通路

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

1：50

既存撤去立面図（2）

A-15

ｱﾙﾐ手摺撤去ｱﾙﾐ手摺撤去
外部螺旋階段 撤去

外部螺旋階段 撤去

ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ　φ600

屋根（R部）：ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去

ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ　φ600

屋根（R部）：ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去

外壁：吹付ﾀｲﾙ撤去外壁：吹付ﾀｲﾙ撤去

図
面
番
号事 業 者

工 事 名

縮　　尺

図面名称

事 業 名

　岩手中部水道企業団　
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ＧＬ　+198.30 ▽　ＬＷＬ　+198.30

▽　ＨＷＬ　+201.80
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Ａ－Ａ　断　面　図

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

下地ﾓﾙﾀﾙt=20撤去

ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

ベンチレーター部詳細図　　S=1：30ドームリング部詳細図　　S=1：30

外壁：弾性吹付ﾀｲﾙ撤去
ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

下地ﾓﾙﾀﾙt=20撤去

ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ(150Mpa)目荒し

1：50，1：30

既存撤去断面図

A-16
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屋根（R部）：ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去
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外部螺旋階段 撤去

2,000

外部螺旋階段基礎　撤去

屋根（平場部）：ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去

ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ　φ600

外壁：吹付ﾀｲﾙ撤去

外壁：吹付ﾀｲﾙ撤去

立上ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

立上ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去
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　岩手中部水道企業団　

屋根（R部）：ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去

屋根（平場部）：ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水撤去

立上ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去
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